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序
論

（
一
）
先
行
研
究
の
概
観
と
近
年
の
研
究
動
向

　

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
一
八
八
八
─
一
九
八
五
）
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、

ド
イ
ツ
本
国
を
越
え
て
、
特
に
英
米
や
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
日
本
に
お
い
て
常
に
関
心
の
対
象
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け

る
研
究
の
嚆
矢
と
な
っ
た
も
の
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
思
想
を
発
展
段
階
的
に
分
類
し
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
的
規
範
主
義
」
か
ら
「
決
断
主
義
」
へ
、

さ
ら
に
第
三
帝
国
に
お
い
て
「
具
体
的
秩
序
思
想
」
へ
と
展
開
し
た
と
す
る
説
を
提
唱
し
て
研
究
史
上
長
ら
く
影
響
力
を
も
っ
た
Ｈ
．
ク
ル

パ
の
論
稿
（
一
九
三
七（１
）年
）
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
保
守
革
命
派
と
見
做
す
Ａ
．
モ
ー
ラ
ー
に
よ
る
研（２
）究
、

保
守
革
命
派
で
あ
る
Ｅ
．
ユ
ン
ガ
ー
お
よ
び
Ｍ
．
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
の
思
想
的
親
近
性
を
強
調
し
、「
友
と
敵
の
関
係
と
い
う
闘
争
状
況
」

に
立
脚
し
た
「
決
断
主
義
者
」
と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
描
い
た
Ｃ
．
Ｇ
．
ｖ
．
ク
ロ
コ
ウ
に
よ
る
研（３
）究

が
続
い
た
。
こ
う
し
て
戦
後
の
シ
ュ

ミ
ッ
ト
研
究
に
お
い
て
決
断
主
義
理
論
や
「
友
と
敵
の
分
極
化
」
と
い
う
論
点
に
関
心
が
集
中
し
て
い
た
中
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
思
想
に
お
け
る
「
正
統
性
（Legitim

ität

）」
概
念
に
着
目
し
て
そ
の
思
想
的
展
開
を
発
展
史
的
に
再
構
成
し
た
Ｈ
．
ホ
フ
マ
ン
に

よ
る
研（４
）究

が
登
場
し
た
。
正
統
性
と
い
う
法
哲
学
上
の
根
本
概
念
を
主
題
と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
治
思
想
の
意
義
を
再
検
討
し
た
ホ
フ
マ
ン

の
研
究
は
、従
来
支
配
的
で
あ
っ
た
「
時
代
精
神
の
波
に
乗
る
者
」
な
い
し
は
「
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ス
ト
」
と
し
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
像
を
刷
新
し
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
「
二
〇
世
紀
の
真
剣
な
理
論
家
、
危
機
の
著
述
家
へ
と
高
め
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い（５
）る
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
と
そ
の
憲
法
を
擁
護
し
た
理
論
家
と
し
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
像
が
打
ち
出
さ
れ
、「
ヴ
ァ
イ
マ

ル
共
和
国
の
墓
堀
人
」
と
し
て
の
従
来
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
評
価
が
再
検
討
さ
れ
た
。
Ｊ
．
Ｗ
．
ベ
ン
ダ
ー
ス
キ
ー
に
よ
る
研
究
は
、
ヴ
ァ
イ
マ

ル
共
和
国
末
期
の
大
統
領
内
閣
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
果
た
し
た
政
治
的
行
動
と
そ
の
著
作
の
分
析
を
通
じ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
大
統
領
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緊
急
命
令
権
の
行
使
に
よ
る
共
和
国
防
衛
を
支
持
す
る
側
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
研
究
史
上
画
期
を
な
し（６
）た

。
そ
の

結
果
、反
共
和
国
の
立
場
か
ら
権
威
主
義
的
「
新
国
家
」
へ
の
移
行
を
政
治
目
標
と
し
て
憲
法
改
正
を
目
論
ん
だ
パ
ー
ペ
ン
ら
保
守
派
と
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
政
治
的
立
場
を
同
一
視
す
る
従
来
の
解
釈
に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
ベ
ン
ダ
ー
ス
キ
ー
の
説
は
近
年
、
ド
イ
ツ
人
歴
史
学
者
た
ち
に
よ
り
公
に
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
日
記
帳
の
内
容
に
基
づ
い
て

再
検
証
さ
れ
、
そ
の
正
し
さ
が
実
証
さ
れ（７
）た

。
す
な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
日
記
帳
の
解
読
を
通
じ
て
、
一
九
三
二
年
七
月
の
「
プ
ロ
イ
セ
ン

解
体
」
の
是
非
を
争
っ
た
ラ
イ
ヒ
対
プ
ロ
イ
セ
ン
裁
判
に
お
け
る
ラ
イ
ヒ
政
府
代
理
人
と
し
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
弁
論
活
動
、
ま
た
同
年
八

月
末
に
画
策
さ
れ
た
国
家
非
常
事
態
計
画
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
関
与
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ（８
）た
。
こ
の
国
家
非
常
事
態
計
画
の
全
容

が
解
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
共
和
国
末
期
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
的
役
割
に
対
す
る
再
評
価
ば
か
り
で
は
な
く
、
パ
ー
ペ
ン
、
シ
ュ
ラ

イ
ヒ
ャ
ー
内
閣
に
対
す
る
政
治
的
評
価
の
再
検
討
を
も
促
し
、
近
年
の
ド
イ
ツ
近
現
代
史
研
究
に
対
し
て
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
結
果
と

な
っ（９
）た

。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
日
記
帳
の
一
部
が
利
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
共
和
国
末
期
に
お
け
る
彼
の
思
想
と
行
動
を
解
明
す
る
手
掛
か
り

が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、そ
の
他
の
時
期
に
関
す
る
研
究
に
寄
与
す
る
日
記
帳
や
書
簡
等
の
遺
稿
も
漸
次
公
開
さ
れ
始
め
て
お
り
、

従
来
の
よ
う
な
資
料
上
の
制
約
は
除
去
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
日
記
帳
や
書
簡
等
の
遺
稿
に
基
づ
い
て
新
た
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
伝
記
が
著

さ
れ
た
こ
と
（
（1
（

で
、
従
来
の
伝
（
（1
（

記
を
凌
駕
す
る
豊
富
な
伝
記
的
事
実
が
提
供
さ
れ
た
。
そ
の
上
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
同
時
代
の
知
識
人
と
の
間
で

交
わ
さ
れ
た
書
簡
が
新
た
に
公
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
知
り
う
る
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
し
（
（1
（

た
。

（
二
）
本
稿
の
目
的
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
に
関
す
る
先
行
研
究

　

こ
の
よ
う
に
近
年
、
公
刊
さ
れ
た
一
次
文
献
の
他
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
遺
稿
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
的
変
化
お
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よ
び
発
展
過
程
を
従
来
よ
り
も
精
緻
に
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
解
読
さ
れ
公
刊
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
日
記
帳
（
一
九
一
二

年
一
〇
月
─
一
九
一
五
年
二
月
、
一
九
一
六
年
二
月
─
一
二
月
、
一
九
二
一
年
八
月
─
一
九
二
二
年
八
月
、
一
九
二
三
─
一
九
二
四
年
、

一
九
三
〇
─
一
九
三
四
（
（1
（

年
）
に
加
え
て
、
特
に
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
資
料
、
例
え
ば
書
簡
や
講
義
録
等
が
公

表
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。
従
来
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
最
初
期
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
は
、
利
用
可
能
な
一
次
資
料
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
に
十

分
に
研
究
が
尽
く
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
新
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
こ
の
時
期
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
思
想
に
関
す
る
従
来

の
研
究
水
準
を
刷
新
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
展
望
に
お
い
て
本
稿
は
、
新
た
に
公
表
さ
れ
た
一
次
資
料
を
利
用
し
、
従
来
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
最
初
期
以
来
の
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
政
治
思
想
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
に
本
稿
が
着
目
す
る
の
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
が
形
成
さ
れ
る

ま
で
の
発
展
過
程
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
政
期
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
い
う
周
知
の
民

主
主
義
定
義
は
、
現
在
に
お
い
て
も
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
今
日
の
民
主
主
義
を
考
え
る
上
で
な
お
影
響
力
を
失
っ
て
い
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
が
形
成
し
た
数
あ
る
政
治
概
念
や
政
治
理
論
の
中
で
も
、
彼
の
唱
え
た
民
主
主
義
論
は
、
政
治
学
研
究
に
お
い
て
も
現
実
の
政
治
論
議
に

お
い
て
も
特
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
従
来
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
の
成
立
過
程
を
統
一
的
に
解
明
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い

う
問
い
に
解
答
を
与
え
よ
う
と
す
る
研
究
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
に
注
目
し
、
学
術
的
に
取
り
扱
っ
た
先
行
研

究
と
し
て
は
、
古
く
は
一
九
七
〇
年
代
に
Ｈ
．
グ
レ
ー
ビ
ン
グ
、
Ｗ
．
マ
ン
ト
ル
の
研
究
が
あ
る
。
前
者
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
批
判

理
論
の
立
場
か
ら
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
を
「
支
配
の
解
体
（H

errschaftsabbau

）」
を
志
向
す
る
も
の
と
し
て
規
範
的
に
解
釈

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
（
（1
（

た
。
し
か
し
マ
ン
ト
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
支
配
関
係
の
撤
廃
と
欠
如
」
を
目
指
す
も
の
と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
民
主
主
義
論
を
読
み
換
え
よ
う
と
す
る
グ
レ
ー
ビ
ン
グ
の
研
究
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
治
思
想
の
解
釈
と
し
て
は
恣
意
的
で
あ
り
、
問
題
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を
孕
む
も
の
で
あ
っ
（
（1
（

た
。
他
方
で
マ
ン
ト
ル
は
、
主
と
し
て
『
憲
法
論
』
を
考
察
対
象
と
し
て
概
念
研
究
を
行
い
、
そ
こ
で
定
式
化
さ
れ
た

民
主
主
義
的
同
一
性
概
念
や
代
表
概
念
に
つ
い
て
は
詳
し
く
分
析
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
概
念
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の

か
を
考
察
し
て
い
な
い
。

　

同
じ
く
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
研
究
者
で
あ
る
Ｗ
．
Ｊ
．
モ
ム
ゼ
ン
に
よ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
定
義
し
た
「
治

者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
し
て
の
民
主
主
義
論
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
論
じ
た
「
人
民
投
票
的
指
導
者
民
主
政
論
」
に
起
源
を
も
つ
と
す
る

説
が
呈
示
さ
れ
（
（1
（

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
人
民
投
票
的
指
導
者
民
主
政
論
を
継
承
し
、
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
自
ら
の
民
主
主
義
論
を
形
成
し
た
の
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
民
主
主
義
理
解
を
め
ぐ
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
か
ら
の
継
承
関
係
の
有
無

な
い
し
は
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
民
主
主
義
論
の
形
成
過
程
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
ろ
（
（1
（

う
。
そ
の
他
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
、
ル
ソ
ー
人
民
主
権
論
が
本
来
有
し
て
い
た
「
自
由
主
義
的
要
素
」

が
完
全
に
捨
象
さ
れ
、
そ
の
「
直
接
民
主
主
義
的
要
素
」
が
徹
底
さ
れ
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
と
す
る
説
も
唱
え
ら
れ
て
い
（
（1
（

る
。
し
か
し
こ

れ
ら
の
研
究
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
の
成
立
過
程
を
最
初
期
に
ま
で
遡
っ
て
統
一
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
試

み
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
そ
の
成
立
過
程
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
従
来
の
研
究
は
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
お
い
て

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
観
が
転
換
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
十
分
な
解
答
を
与
え
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
一
九
二
三
年
を

転
換
点
と
し
て
、
民
主
主
義
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
評
価
は
負
か
ら
正
へ
と
劇
的
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
民
主
主
義
観
に
お
け
る
こ

う
し
た
断
絶
の
理
由
な
い
し
は
背
景
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
の
中
に
十
分
な
説
明
は
未
だ
な
お
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
（
（2
（

る
。
本
稿
が
新
資

料
を
利
用
し
て
初
期
以
来
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
治
思
想
の
成
立
過
程
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
以
下
で
考

察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
最
初
期
一
九
一
〇
年
代
を
起
点
と
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
近
代
国
家
の
政
治
体
制
と
し
て
民
主
主
義
を
体
系
的
に
論
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じ
る
に
至
っ
た
『
憲
法
論
』
公
刊
（
一
九
二
八
年
）
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

（
三
）
本
稿
の
研
究
視
角
と
全
体
構
成

　

以
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
論
点
に
注
目
し
て
論
述
を
進
め
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
第
一
に
着
目
す
る

も
の
は
、
初
期
以
来
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
国
家
観
の
変
容
過
程
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
の
教
授
資
格
申
請
論
文
に
お
い
て
最
初
に
表
明

さ
れ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
論
は
、
彼
の
個
人
観
や
人
間
観
、
法
理
解
、
世
界
観
、
主
権
概
念
論
や
近
代
史
理
解
と
密
接
に
関
係
し
な
が
ら

発
展
し
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
「
人
民
の
政
治
的
統
一
」
と
し
て
の
国
家
観
が
呈
示
さ
れ
る
に
至
る
。
近
年
公
表
さ
れ
た
新
資
料
で
あ
る

一
九
一
九
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大
学
講
義
録
に
は
、
当
時
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
ボ
ダ
ン
論
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
と

き
す
で
に
「
国
家
的
統
一
」
を
達
成
し
え
た
と
す
る
点
で
、
絶
対
君
主
に
よ
る
主
権
の
確
立
に
対
し
て
歴
史
的
意
義
を
認
め
て
い
た
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
初
期
近
代
の
絶
対
君
主
政
に
お
い
て
主
権
が
確
立
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
等
族
的
既
得
権
や
封
建
的
状
態
が
依
拠
し
て

い
た
現
状
の
正
統
性
原
理
が
打
破
さ
れ
、
国
家
的
統
一
（
の
ち
に
「
政
治
的
統
一
」
と
換
言
さ
れ
る
）
が
達
成
さ
れ
え
た
。
こ
う
し
た
議
論

は
そ
の
後
も
再
論
さ
れ
、『
憲
法
論
』
へ
と
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
家
の
「
価
値
」
を
評
価
し
国
家
的
統
一
な
い
し
は
政
治
的
統
一

を
重
視
す
る
視
点
は
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
初
期
以
来
一
貫
し
て
お
り
、彼
の
政
治
思
想
を
理
解
す
る
上
で
重
要
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
観
は
、
彼
が
民
主
主
義
論
を
構
想
す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
展
開
に
着
目
す
る
こ
と
は

民
主
主
義
論
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
十
分
寄
与
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

第
二
に
着
目
す
る
も
の
は
、「
民
主
主
義
的
同
一
性
」
に
関
わ
る
諸
概
念
、す
な
わ
ち
「
同
一
化
（identifizieren/ Identifikation

）」、「
同

一
性
（Identität

）」、「
同
質
性
（H

om
ogenität

）」、「
同
種
性
（Gleichartigkeit
）」
と
い
う
諸
概
念
の
諸
相
と
展
開
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
『
独
裁
』（
一
九
二
一
年
）
に
お
け
る
主
権
独
裁
論
で
同
一
化
概
念
を
用
い
た
後
、『
政
治
神
学
』（
一
九
二
二
年
）
に
お
い
て
「
治
者
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と
被
治
者
の
同
一
性
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
一
連
の
同
一
性
」
を
民
主
主
義
と
し
て
規
定
す
る
。
こ
う
し
た
民
主
主
義
論
を
基
盤
と
し
て
、

一
九
二
〇
年
代
中
盤
に
は
民
主
主
義
の
基
礎
と
し
て
同
質
性
の
概
念
が
新
た
に
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
『
憲
法
論
』
に
お
い
て
は
同
種
性
概
念

が
付
加
さ
れ
る
に
至
り
、
こ
こ
に
近
代
国
家
の
政
治
的
構
成
原
理
と
し
て
民
主
主
義
的
同
一
性
原
理
が
定
式
化
さ
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主

主
義
論
の
変
容
過
程
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
民
主
主
義
的
同
一
性
に
関
連
す
る
諸
概
念
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
関
係
を
相
互
に
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
着
目
す
る
も
の
は
、
同
時
代
の
法
学
者
で
あ
る
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
と
の
思
想
的
関
係
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
民
主
主

義
論
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
を
相
対
化
す
る
た
め
の
視
座
を
獲
得
す
べ
く
努
め
る
。
具
体
的
に
は
、
シ
ュ
ミ
ッ

ト
が
民
主
主
義
論
を
構
想
す
る
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
諸
論
点
、
す
な
わ
ち
法
学
方
法
論
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

観
、
ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
の
受
容
と
人
民
主
権
論
の
成
立
史
に
対
す
る
理
解
と
い
う
諸
点
に
つ
い
て
、
一
九
一
〇
年
代
以
来
の
ケ
ル

ゼ
ン
と
の
思
想
的
関
係
を
考
察
し
、
両
者
の
思
想
的
差
異
に
注
目
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
の
独
自
性
な
い
し
特
殊

性
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
稿
は
、
国
家
観
と
同
一
性
概
念
に
着
目
し
て
そ
の
発
展
過
程
を
通
時
的
に
解
明
し
つ
つ
、
ケ
ル
ゼ
ン
と
の
共
時
的
な
思
想

的
関
係
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
の
独
自
性
な
い
し
特
殊
性
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
る
。
こ
う
し
た
研
究
視
角

か
ら
し
て
、
本
稿
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。

　

第
一
章
で
は
、
新
た
に
公
刊
さ
れ
た
日
記
帳
等
の
新
資
料
を
利
用
し
つ
つ
、
一
九
一
〇
年
代
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
国
家
観
、
個
人
観

お
よ
び
人
間
観
、
法
学
方
法
論
を
詳
し
く
検
討
す
る
。
ま
ず
彼
の
教
授
資
格
申
請
論
文
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』（
一
九
一
四
年
）

を
分
析
の
対
象
と
し
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
独
自
の
国
家
観
、
国
家
と
法
お
よ
び
個
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
見
解
を
概
観
す

る
。
次
に
「
教
会
の
可
視
性
」（
一
九
一
七
年
）
に
基
づ
き
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
独
自
の
国
家
観
お
よ
び
国
家
と
個
人
の
関
係
に
対
す
る
見
解
の
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基
盤
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
彼
の
神
学
的
・
形
而
上
学
的
世
界
観
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
そ
の
教
義
で
あ
る
原
罪

観
念
を
共
有
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
間
本
性
と
世
俗
世
界
と
を
悲
観
主
義
的
に
理
解
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
彼
の
世
界
観
と
人
間
観
は
、

近
代
特
有
の
個
人
主
義
と
主
観
主
義
に
対
す
る
批
判
へ
と
結
び
つ
く
。
こ
こ
で
は
同
時
に
、
そ
の
後
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
的
発
展
を
大

き
く
規
定
す
る
彼
独
自
の
法
学
方
法
論
、
す
な
わ
ち
法
学
と
神
学
と
を
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
え
る
と
い
う
法
学
─
─
神
学
並
行
論
と
「
擬
制

（juristische Fiktion
）」
論
に
対
す
る
理
解
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
こ
れ
ら
の
方
法
論
に
対
し
て
同
時
期
に
関
心
を
寄
せ
た
ケ
ル
ゼ
ン

の
議
論
を
参
照
し
、
両
者
の
見
解
の
相
違
を
明
確
化
す
る
。

　

第
二
章
で
は
、
第
一
次
大
戦
開
戦
か
ら
ド
イ
ツ
が
敗
戦
と
革
命
を
迎
え
る
ま
で
の
時
期
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
こ
の
間
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身

の
戦
争
体
験
と
『
独
裁
』（
一
九
二
一
年
）
が
成
立
す
る
ま
で
の
思
想
的
発
展
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
近
年
公
刊
さ

れ
た
日
記
帳
に
基
づ
き
、
大
戦
開
戦
直
後
お
よ
び
戦
中
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
軍
務
経
験
の
内
実
や
、
第
一
次
大
戦
や
軍
隊
に
対
す
る
彼

の
見
解
を
詳
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
独
裁
と
戒
厳
状
態
：
一
国
法
学
的
研
究
」（
一
九
一
六
年
）
が
、
大
戦
中
に
勤
務
し
た
バ
イ
エ

ル
ン
副
総
司
令
部
に
お
い
て
戒
厳
状
態
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
い
う
任
務
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
ド
イ
ツ
の
敗
戦
と
革
命
を
経
て
軍
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大
学
に
職
を
得
る
が
、
そ
こ
で
行
っ
た

政
治
思
想
史
の
講
義
録
（
一
九
一
九
年
）
が
ボ
ダ
ン
論
と
ホ
ッ
ブ
ズ
論
に
限
っ
て
近
年
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
新
資
料
を
用
い
て
、『
独
裁
』

に
お
け
る
委
任
独
裁
論
お
よ
び
主
権
独
裁
論
の
形
成
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
ボ
ダ
ン
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に
つ
い
て
の
当
時
の
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
理
解
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
『
独
裁
』
に
お
い
て
、
主
権
者
と
独
裁
官
を
区
別
す
る
ボ
ダ
ン
の
理
論
に
即

し
て
委
任
独
裁
を
定
式
化
す
る
経
緯
、
ま
た
ホ
ッ
ブ
ズ
の
理
論
に
依
拠
し
つ
つ
、
近
代
的
現
象
と
し
て
の
主
権
独
裁
を
定
式
化
す
る
に
至
る

経
緯
を
辿
る
。
以
上
の
考
察
に
加
え
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
を
独
自
に
解
釈
し
、
ま
た
シ
ェ
イ
エ
ス
の
制
定
権
力
論
か

ら
学
ん
で
「
人
民
の
意
志
の
代
表
可
能
性
」
と
い
う
思
想
を
受
容
す
る
こ
と
で
、
人
民
の
意
志
と
の
「
同
一
化
」
を
支
配
の
根
拠
と
す
る
主
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権
独
裁
論
を
形
成
し
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
民
主
権
原
理
に
基
づ
き
、
新
た
な
体
制
を
確
立
す
る
ま
で
の
過
渡
期
に
現
象
す
る

独
裁
と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
主
権
独
裁
論
を
確
立
し
た
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
原
理
的
に
人
民
主

権
に
基
づ
く
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
現
代
の
主
権
独
裁
の
一
事
例
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
は
民
主
主
義
と
は
矛
盾
し
な
い
と
考
え
て

い
た
。
本
章
で
は
最
後
に
、
多
数
決
原
理
を
廃
棄
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
は
民
主
主
義
に
反
す
る
と
論
じ
た
ケ
ル
ゼ
ン
の
議
論
（「
社
会

主
義
と
国
家
」
一
九
二
〇
年
）
を
参
照
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
の
相
対
化
を
図
る
。

　

第
三
章
で
は
、『
政
治
神
学
』（
一
九
二
二
年
）
の
分
析
を
通
じ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
当
初
、
人
民
主
権
お
よ
び
民
主
主
義
的
正
統
性
を
ど

の
よ
う
に
解
釈
し
評
価
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
人
民
主
権
と
こ
れ
を
基
礎
付
け
る
民
主
主
義
的
正
統
性
を
西
洋
近
代
史
の
文

脈
の
中
で
理
解
す
る
た
め
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
用
い
た
、「
主
権
概
念
の
社
会
学
」
の
た
め
の
「
政
治
神
学
的
方
法
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

同
時
代
の
人
々
が
抱
く
神
学
的
・
形
而
上
学
的
世
界
像
と
国
家
・
政
治
形
式
と
の
間
に
は
構
造
的
な
類
比
関
係
が
存
在
す
る
と
仮
定
す
る
と

い
う
独
自
の
方
法
は
、
ボ
ナ
ー
ル
、
ド
・
メ
ー
ス
ト
ル
、
ド
ノ
ソ
・
コ
ル
テ
ス
ら
反
革
命
の
国
家
哲
学
者
、
特
に
ド
ノ
ソ
・
コ
ル
テ
ス
の
歴

史
観
に
起
源
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
に
、
人
民
主
権
を
歴
史
的
に
位
置
付
け
て
そ
の
特
徴
を
理
解
す
る
上
で
、
こ
う

し
た
独
自
の
方
法
論
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
検
証
す
る
。
そ
の
際
に
当
時
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
人
民
主
権
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
評
価
を
下
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
評
価
の
根
拠
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に

お
け
る
ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
に
対
す
る
理
解
と
人
民
主
権
成
立
史
に
対
す
る
解
釈
を
ケ
ル
ゼ
ン
の
そ
れ
と
比
較
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

人
民
主
権
理
解
の
独
自
性
を
明
確
化
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、『
現
代
議
会
主
義
の
精
神
史
的
地
位
』（
以
下
で
は
議
会
主
義
論
と
略
記
す
る
）
で
定
式
化
さ
れ
た
民
主
主
義
観
が
辿
る
変

化
の
過
程
を
解
明
す
る
。
ま
ず
議
会
主
義
論
初
版
（
一
九
二
三
年
）
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
観
を
確
認
す
る
。
周
知
の
通
り

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
下
さ
れ
る
す
べ
て
の
決
定
が
決
定
す
る
者
自
身
に
対
し
て
の
み
妥
当
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
民
主
主
義
の
本
質
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で
あ
る
」
と
し
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
し
て
民
主
主
義
を
定
式
化
し
た
。
そ
の
一
方
で
、「
同
一
性
」
は
現
実
に
存
在
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
民
主
主
義
は
「
同
一
性
に
対
す
る
承
認

0

0

に
基
づ
く
」
と
述
べ
る
。
現
実
に
存
在
す
る
人
民
の
「
同
等
性
」
あ
る

い
は
人
民
の
有
す
る
経
験
的
意
志
は
、
民
主
主
義
の
本
質
で
あ
る
人
民
の
意
志
の
「
同
一
性
」
と
は
原
理
的
に
一
致
し
え
な
い
も
の
で
あ
る

か
ら
、
人
民
の
意
志
は
「
同
一
化
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
こ
こ
で
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
次
に
、
議
会
主
義
論
第
二
版
（
一
九
二
六
年
）
序
文
に
お
い
て
、
民
主
主
義
に
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
新
た
に
導
入
さ
れ
る
「
同
質
性

（H
om

ogenität

）」
概
念
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、『
政
治
神
学
』
以
来
論
じ
ら
れ
た
民
主
主
義
的
同
一
性
概
念
は
、
異
質
者
の

排
除
と
同
質
者
の
み
の
包
摂
を
意
味
す
る
同
質
性
と
同
義
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
、
し
か
も
「
国
民
的
同
質
性
」
と
し
て
解
釈
換
え
さ
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
上
で
、こ
う
し
た
同
質
性
概
念
を
中
心
と
し
た
民
主
主
義
観
は
、翌
年
発
表
さ
れ
た
「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」

（
一
九
二
七
年
）に
お
け
る
議
論
と
並
行
し
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
を
検
証
す
る
。国
際
関
係
論
を
主
題
と
す
る
こ
の
論
文
に
お
い
て
、シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
「
友
と
敵
の
区
別
」
の
可
能
性
こ
そ
が
国
家
の
政
治
的
統
一
の
前
提
で
あ
り
、「
政
治
的
な
も
の
」
の
基
準
と
な
る
と
論
じ
る
。
国
家

に
お
い
て
は
異
質
な
者
す
な
わ
ち
敵
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
同
質
な
者
す
な
わ
ち
友
の
み
が
包
摂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

点
で
、
こ
こ
で
の
議
論
は
人
民
の
同
質
性
を
前
提
と
す
る
民
主
主
義
論
と
共
通
点
を
も
つ
。
以
上
の
作
業
を
通
じ
て
本
章
で
は
、
同
質
性
を

前
提
と
す
る
民
主
主
義
論
は
、「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」
で
は
国
家
の
対
外
的
関
係
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
た
「
友
と
敵
の
区
別
」、
す
な
わ

ち
異
質
な
者
の
排
除
と
同
質
な
者
の
包
摂
と
い
う
論
理
が
内
政
上
の
問
題
に
適
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

　

第
五
章
で
は
、『
憲
法
論
』（
一
九
二
八
年
）
公
刊
の
前
年
に
発
表
さ
れ
た
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』（
一
九
二
七
年
）
を
題
材
と
し
、

そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
直
接
民
主
主
義
論
の
内
容
を
解
明
す
る
。
ま
ず
、
本
書
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
直
接
民
主
政
に
お

け
る
政
務
官
と
人
民
の
関
係
を
民
主
主
義
の
原
型
と
し
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
、
こ
う
し
た
古
代
ロ
ー
マ
史
に
つ
い
て
の
理
解
を
歴
史
学
者

テ
オ
ド
ア
・
モ
ム
ゼ
ン
の
著
書
『
ロ
ー
マ
国
法
』
に
負
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
こ
で
は
「
指
導
者
」
に
対
す
る
人
民
の
「
喝
采
」
こ
そ
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が
民
主
主
義
の
根
源
的
現
象
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
こ
う
し
た
民
主
主
義
論
を
構
想
す
る
背
景
に
は
、
ボ
ン
大
学
時
代

に
お
い
て
同
僚
で
あ
っ
た
神
学
者
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
る
古
代
世
界
に
お
け
る
喝
采
概
念
史
研
究
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
。
こ

の
点
を
詳
細
に
検
討
し
、
喝
采
概
念
を
め
ぐ
る
両
者
の
継
承
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う
し
た
受
容
を
経
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
指
導
者

へ
の
共
属
性
と
統
一
と
い
う
政
治
的
意
識
」
に
基
づ
い
て
、
指
導
者
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
提
案
に
同
意
す
る
こ
と
を
民
主
主
義
と
し
て
呈
示

す
る
に
至
る
。
そ
こ
で
、
従
来
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
理
解
が
、
指
導
者
へ
の
喝
采
と
同
意
を
民
主
主
義
と
見
做
す
民
主
主
義
論
へ
と

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
、
ま
た
変
容
し
た
の
か
を
検
証
す
る
。

　

第
六
章
で
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
、
初
期
か
ら
『
憲
法
論
』
ま
で
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
思
想
に
お
け
る
国
家
観
の
変
遷
過
程
の
諸
相

を
改
め
て
概
観
し
た
上
で
、
そ
の
主
眼
が
「
国
家
的
統
一
」
な
い
し
は
「
国
家
の
政
治
的
統
一
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に

と
り
、
国
家
的
統
一
は
歴
史
的
に
国
家
を
代
表
す
る
君
主
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
家
的
統
一
と
君
主
政
は
不
可
分
の
関
係
に

あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
十
一
月
革
命
を
経
て
君
主
政
の
終
焉
が
確
定
し
た
の
ち
、
人
民
主
権
原
理
に
基
づ
く
民
主
主
義
体
制
を
選
択
し
た
ヴ
ァ
イ

マ
ル
共
和
国
を
既
成
事
実
と
し
て
受
け
入
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、国
家
的
統
一
な
い
し
は
政
治
的
統
一
を
最
優
先
す
る
観
点
か
ら
、『
憲
法
論
』

で
は
新
た
に
「
人
民
の
政
治
的
統
一
」
と
し
て
の
国
家
観
を
呈
示
す
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
近
代
憲
法
の
政
治
制
度
を
構
成
す
る
二

つ
の
原
理
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
、
民
主
主
義
原
理
と
し
て
の
「
同
一
性
」
概
念
と
君
主
主
義
原
理
と
し
て
の
「
代
表
」
概
念
の
内
実
と
そ

の
成
立
過
程
を
確
認
す
る
。『
政
治
神
学
』
に
見
出
さ
れ
る
議
論
と
は
異
な
り
、『
憲
法
論
』
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
同
一
性
と
代
表
は
両
立
す
る

と
論
じ
、
む
し
ろ
両
原
理
は
近
代
国
家
の
政
治
制
度
に
と
り
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
彼
は
民
主
主
義
的
同
一
性

原
理
の
限
界
を
例
示
し
、
君
主
主
権
か
人
民
主
権
か
に
か
か
わ
ら
ず
代
表
原
理
が
政
治
的
構
成
に
と
り
原
理
的
に
不
可
欠
で
あ
る
と
捉
え
直

し
た
。
こ
う
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
本
来
君
主
主
権
と
結
び
つ
く
代
表
原
理
を
民
主
主
義
に
お
い
て
再
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
、
民

主
主
義
的
同
一
性
に
基
づ
い
て
人
民
と
同
一
化
す
る
指
導
者
と
し
て
の
性
格
と
、
政
治
的
統
一
の
代
表
と
し
て
の
性
格
と
を
一
手
に
引
き
受
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引
用
に
つ
い
て

　

以
下
に
掲
げ
る
文
献
か
ら
の
引
用
は
文
中
で
書
名
を
次
の
よ
う
に
略
記
し
、
出
典
箇
所
の
頁
数
を
略
号
の
後
に
示
し
た
。

（
一
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
日
記
帳

T
B1= Carl Schm

itt, T
agebücher O

ktober 1912 bis Februar 1915, Ernst H
üsm

ert (H
rsg.), Berlin 2005 (2., korrigierte A

uflage).
T

B2= Carl Schm
itt, D

ie M
ilitärzeit 1915 bis 1919. T

agebuch Februar bis D
ezem

ber 1915. A
ufsätze und M

aterialien, Ernst 
H

üsm
ert und Gerd Giesler (H

rsg.), Berlin 2005.
T

B3= Carl Schm
itt, D

er Schatten G
ottes. Introspektionen, T

agebücher und Briefe 1921 bis 1924, Gerd Giesler, Ernst H
üsm

ert 
und W

olfgang H
. Spindler (H

rsg.), Berlin 2014.

（
二
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
著
作
、
書
簡
集

GU
= Carl Schm

itt, G
esetz und U

rteil, M
ünchen 2., unveränderte A

ufl. 1969 (1., A
ufl. 1912).

JF

＝Carl Schm
itt, „Juristische Fiktionen“, D

eutsche Juristen-Zeitung. X
V

III Jahrgang, N
r.12, Berlin 15.Juni 1913.

W
S= Carl Schm

itt, D
er W

ert des Staates und die Bedeutung des E
inzelnen, Berlin 3., korrigierte A

ufl. 2015 (1. A
ufl. 1914).

D
B= Carl Schm

itt, „D
iktatur und Belagerungszustand. Eine staatrechtliche Studie“ (1916), Staat, G

roßraum
, N

om
os. A

rbeiten 
aus den Jahren 1916-1969, Günter M

aschke (H
rsg.), Berlin 1995, S. 3-23.

SK
= Carl Schm

itt, „D
ie Sichtbarkeit der K

irche. Eine Scholastische Erw
ägung“, in: Sum

m
a. E

ine V
ierteljahresschrift, 2 Bände, 

K
raus, N

endeln, Liechtenstein 1970 (1. A
ufl. 1917), S. 71-80.

PR= Carl Schm
itt, D

ie politische R
om

antik, M
ünchen und Leipzig 1919.

V
1919B= Carl Schm

itt, „V
orlesung (1919)“, D

ie M
ilitärzeit 1915 bis 1919. T

agebuch Februar bis D
ezem

ber 1915. A
ufsätze und 

け
る
存
在
と
し
て
、
す
な
わ
ち
民
主
主
義
的
同
一
性
原
理
と
代
表
原
理
の
結
合
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共

和
政
に
お
け
る
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
役
割
に
期
待
を
掛
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
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M
aterialien, Ernst H

üsm
ert und Gerd Giesler (H

rsg.), Berlin 2005.
V

1919H
= Carl Schm

itt, „D
rei Inedita (1919-1922-1930)“, Schm

ittiana. Beiträge zu Leben und W
erk Carl Schm

itts, Bd. V
II, Piet 

T
om

m
issen (H

rsg.), Berlin 2001.
D

D
= Carl Schm

itt, D
ie D

iktatur. V
on den A

nfängen des m
odernen Souveränitätsgedankens bis zum

 proletarischen K
lassenkam

pf, 
Berlin 7., A

ufl. 2006 (1. A
ufl. 1921). 

PT
= Carl Schm

itt, Politische T
heologie. V

ier K
apitel zur Lehre von der Souveränität, Berlin 1922.

RK
= Carl Schm

itt, R
öm

ischer K
atholizism

us und politische Form
, M

ünchen 1923.
LP= Carl Schm

itt, D
ie geistesgeschichtliche Lage des heutigen Parlam

entarism
us, Berlin 1996 (1.A

ufl. 1923).
V

V
= Carl Schm

itt, V
olksentscheid und V

olksbegehren: E
in Beitrag zur A

uslegung der W
eim

arer V
erfassung und zur Lehre von 

der unm
ittelbaren D

em
okratie, Berlin 2014 (1.A

ufl. 1927).
V

L= Carl Schm
itt, V

erfassungslehre, Berlin 2010 (1. A
ufl. 1928).

BP= Carl Schm
itt, „D

er Begriff des Politischen“, in: A
rchiv für Sozialw

issenschaft und Sozialpolitik, LV
III, 1, Septem

ber 1927.
LL= Carl Schm

itt, Legalität und Legitim
ität, Berlin 2005 (1. A

ufl. 1932).

（
１
）H

ans K
rupa, „Carl Schm

itts T
heorie des Politischen“, Studien und Bibliographien zur G

egenw
artsphilosophie. 22 H

eft, 
1937. 

（
山
下
威
士
訳
「Carl Schm

itt

の
「
政
治
的
な
る
も
の
」
の
理
論
一
九
三
七
・
試
訳
」、『
埼
玉
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
編
）』
第
一
九
巻
、

埼
玉
大
学
、
一
九
七
一
年
）。
ク
ル
パ
に
よ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
思
想
の
漸
次
的
発
展
段
階
説
、
思
想
的
断
絶
を
否
定
し
、
一
貫
性
を
指
摘
す
る
も
の

と
し
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
。
杉
本
幹
夫
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
規
範
主
義
と
決
定
主
義
」、
服
部
平
治
・
宮
本
盛
太
郎
編
訳
『
政

治
思
想
論
集
：
付
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
論
』
社
会
思
想
社
、
一
九
七
四
年
。
石
村
修
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」、
宮
本
盛

太
郎
・
初
宿
正
典
編
『
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
論
集
』
木
鐸
社
、
一
九
七
八
年
。
和
仁
陽
『
教
会
・
公
法
学
・
国
家
：
初
期
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
公
法
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
。
竹
島
博
之
『
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
：「
近
代
」
へ
の
反
逆
』
風
行
社
、
二
〇
〇
二

年
。
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（
２
）A

rm
in M

ohler, D
ie konservative R

evolution in D
eutschland 1918 bis 1932: G

rundriss ihrer W
eltanschauungen, Stuttgart 

1950.
（
３
）C

hristian G
raf von K

rockow
, D

ie E
ntscheidung: E

ine U
ntersuchung über E

rnst Jünger, C
arl Schm

itt, M
artin 

H
eidegger, Stuttgart 1958. 

高
田
珠
樹
訳
『
決
断
：
ユ
ン
ガ
ー
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
』
柏
書
房
、
一
九
九
九
年
。
ク
ロ
コ
ウ
に
よ

る
と
、
ユ
ン
ガ
ー
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
闘
争
」「
決
断
」「
覚
悟
性
」
と
い
う
概
念
が
中
心
的
意
義
を
占

め
て
お
り
、
彼
ら
は
決
断
主
義
的
思
考
構
造
を
共
有
し
て
い
た
。

（
４
）H

asso H
offm

ann, Legalität gegen Legitim
ität. D

er W
eg der politischen Philosophie Carl Schm

itts, Berlin 4. A
ufl. 2002 (1. 

A
ufl. 1964).

（
５
）Reinhard M

ehring, Carl Schm
itt A

ufstieg und Fall, M
ünchen 2009, S. 545.

（
６
）Joseph W

. Bendersky, Carl Schm
itt, T

heorist for the R
eich, Princeton 1983.

宮
本
盛
太
郎
・
古
賀
敬
太
・
川
合
全
弘
訳
『
カ
ー
ル
・

シ
ュ
ミ
ッ
ト
論 

再
検
討
へ
の
試
み
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
四
年
。

（
７
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
遺
稿
管
理
人
カ
イ
ザ
ー
か
ら
生
前
に
許
可
を
得
た
上
で
、
ド
イ
ツ
史
研
究
者
ピ
ュ
タ
、
ザ
イ
ベ
ル
ト
が
日
記
帳
の
解
読
原
稿

を
閲
覧
し
、
そ
の
内
容
が
最
近
公
に
さ
れ
た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
権
左
武
志
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
崩
壊
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
：

大
統
領
内
閣
期
の
ブ
レ
ー
ン
活
動
を
中
心
と
し
て
」（『
思
想
』
九
五
九
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
を
参
照
。

（
８
）Eberhard. K

olb, W
olfram

 Pyta, „D
ie Staatsnotstandplanung unter den Regierungen Papen und Schleicher“, in: H

. A
. 

W
inkler (H

rsg.), D
ie deutsche Staatskrise 1930-1933: H

andlungsspielräum
e und A

lternativen, M
ünchen 1992, S.155-181. 

権

左
武
志
・
福
田
宏
訳
「
パ
ー
ペ
ン
、
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
両
内
閣
に
お
け
る
国
家
非
常
事
態
計
画
」、『
思
想
』
九
五
九
号
、
二
〇
〇
四
年
。W

. 
Pyta, G. Seiberth, „D

ie Staatskrise der W
eim

arer Republik im
 Spiegel des T

agebuchs von Carl Schm
itt“, in: D

er Staat, 
Bd.38, Berlin 1999, S.423-448. 

ピ
ュ
タ
、
ザ
イ
ベ
ル
ト
の
共
著
論
文
に
基
づ
い
て
共
和
国
末
期
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
ブ
レ
ー
ン
活
動
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
コ
ル
プ
や
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
大
統
領
内
閣
期
に
関
す
る
近
年
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て
、
解
明
さ
れ
た
新
事
実
が

も
た
ら
す
研
究
史
上
の
意
義
を
憲
法
学
史
上
、
ド
イ
ツ
政
治
史
上
、
政
治
学
史
上
の
文
脈
に
お
い
て
評
価
す
る
研
究
と
し
て
は
、
権
左
、
前
掲

論
文
「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
崩
壊
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」
を
参
照
。

（
９
）E

. K
olb, D

ie W
eim

arer R
epublik. O

ldenbourg G
rundriss der G

eschichte, M
ünchen 2002 (6., überarbeitete und 
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erw
eiterte A

uflage). H
.A

. W
inkler, D

er lange W
eg nach W

esten: D
eutsche G

eschichte vom
 E

nde des A
lten R

eiches bis 
zum

 U
ntergang der W

eim
arer R

epublik, Bd.1, M
ünchen 2000.

（
後
藤
俊
明
・
奥
田
隆
男
・
中
谷
毅
・
野
田
昌
吾
訳
『
自
由
と
統
一
へ

の
長
い
道
Ⅰ
』、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
そ
の
他
、Gabriel Seiberth, A

nw
alt des R

eiches: Carl Schm
itt und der Prozess 

„P
reußen contra R

eich“ vor dem
 Staatsgerichtshof, Berlin 2001. D

irk Blasius, C
arl Schm

itt: P
reußischer Staatsrat in 

H
itlers R

eich, Göttingen 2001, S. 15-70.

（
10
）Reinhard M

ehring, Carl Schm
itt: A

ufstieg und Fall, M
ünchen 2009. 

権
左
武
志
「
第
三
国
の
創
立
と
連
邦
制
の
問
題
：
カ
ー
ル
・

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
い
か
に
し
て
国
家
社
会
主
義
者
と
な
っ
た
か
？
」、『
思
想
』
一
〇
五
五
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
。

（
11
）Paul N

oack, Carl Schm
itt: E

ine Biographie, Berlin 1993. A
ndreas K

oenen, D
er Fall Carl Schm

itt, D
arm

stadt 1995.

（
12
）
例
え
ば
、
一
九
三
三
年
四
月
の
ケ
ル
ン
大
学
招
聘
を
め
ぐ
る
ケ
ル
ゼ
ン
と
の
関
係
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
を
代
表
す
る
法
学
者
Ｇ
．
ア
ン

シ
ュ
ッ
ツ
や
Ｒ
．
ト
ー
マ
と
の
関
係
（Reinhard M

ehring, K
riegstechniker des Begriffs. Biographische Studien zu Carl Schm

itt, 
T

übingen 2014.

）、
お
よ
び
Ｗ
．
イ
ェ
リ
ネ
ク
と
の
関
係
（
権
左
武
志
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
の
国
法
学
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
連
邦
主
義

批
判
：
新
資
料
に
即
し
て
」、『
ド
イ
ツ
連
邦
主
義
の
崩
壊
と
再
建
：
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
か
ら
戦
後
ド
イ
ツ
へ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
ボ
ン
時
代
に
親
交
の
あ
っ
た
神
学
者
Ｅ
．
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
と
の
関
係
（Reinhard M

ehring, „N
em

o contra 
theologum

 nisi theologus ipse: Carl Schm
itts A

ntw
ort auf Erik Peterson“, in: M

ichael M
eyer-Blank (H

rsg.), E
rik Peterson 

und Bonner U
niversität, W

ürzburg 2014, S. 209-235.

）
や
、
Ｍ
．
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
そ
の
サ
ー
ク
ル
、
Ｏ
．
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
、
Ｆ
．
ノ

イ
マ
ン
ら
左
派
知
識
人
と
の
関
係
（Stephan Breuer, Carl Schm

itt im
 K

ontext. Intellektuellenpolitik in der W
eim

arer R
epublik, 

Berlin 2012.

）
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）Carl Schm
itt, T

agebücher O
ktober 1912 bis Februar 1915, Ernst H

üsm
ert (H

rsg.), Berlin 2005 (2. korrigierte A
ufl.). D

ie 
M

ilitärzeit 1915－
1919. T

agebuch Februar bis D
ezem

ber 1916. A
ufsätze und M

aterialien, Ernst H
üsm

ert und Gerd 
Giesler (H

rsg.), Berlin 2005. D
er Schatten G

ottes: Introspektionen, T
agebuecher und Briefe 1921 bis 1924, Gerd Giesler, 

E
rnst H

uesm
ert, W

olfgang H
. Spindler (H

rsg.), B
erlin 2014. T

agebücher 1930 bis 1934, W
olfgang Schuller in 

Zusam
m

enarbeit m
it Gerd Giesler (H

rsg.), Berlin 2010.

（
14
）
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
第
一
次
大
戦
中
に
バ
イ
エ
ル
ン
副
総
司
令
部
に
勤
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務
し
て
い
た
際
に
従
事
し
た
任
務
内
容
の
リ
ス
ト
（T

B2:183-391

）、
そ
の
任
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
ス
イ
ス
に
お
け
る
平
和
運
動
の
監
視
活
動

を
も
と
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
執
筆
し
た
新
聞
発
表
（T

B2:393-399

）、「
我
ら
が
敵
の
陣
営
か
ら
（A

us dem
 Lager unserer Feinde

）」
と
い

う
標
題
で
『
ハ
ン
ブ
ル
グ
週
報
』
紙
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
匿
名
で
寄
稿
し
た
記
事
（
一
九
一
五
年
五
月
─
一
九
一
六
年
二
月
）（T

B2:402-417

）、

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
私
講
師
就
任
の
た
め
に
行
っ
た
模
擬
授
業
（
一
九
一
六
年
二
月
）
の
記
録
（T

B2:418-429

）、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大

学
で
教
鞭
を
執
っ
た
折
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
が
記
し
た
一
九
一
九
年
の
講
義
ノ
ー
ト
（T

B2:476-485

）、
講
義
の
構
想
や
自
己
の
性
格
描
写
、

手
紙
の
下
書
き
に
付
さ
れ
た
欄
外
注
を
含
む
手
記
（
一
九
二
二
年
─
一
九
二
四
年
）（T

B3:383-385

）
等
。

（
15
）H

elga Grebing, K
onservative gegen die D

em
okratie. K

onservative K
ritik an der D

em
okratie in der Bundesrepublik nach 

1945, Frankfurt am
 M

ain 1971. D
ers, „V

olksrepräsentation und identitäre D
em

okratie“, in: Politische V
ierteljahresschrift. 

Zeitschrift der D
eutschen V

ereinigung für politische W
issenschaft, 13. Jg. 1972, S. 162-180. 

（
16
）W

olfgang M
antl, R

epräsentation und Identität. D
em

okratie im
 K

onflikt. E
in Beitrag zur m

odernen Staatsform
enlehre, 

W
ien, N

ew
 Y

ork 1975, S. 108f. 
マ
ン
ト
ル
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
以
前
に
民
主
主
義
を
「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
し
て
定
義
し
た
者
が

存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。「
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
シ
ン
ト
ラ
ー
（D

iedrich Schindler

）
は
す
で
に
一
九
二
一
年
の
彼
の
教
授
資
格
申
請
論

文
「
民
主
主
義
に
お
け
る
国
家
意
志
の
形
成
に
つ
い
て
」（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
）
に
お
い
て
、「
同
一
性
」
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
を
他
の
国
家
か
ら

区
別
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。〔
シ
ン
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
─
─
引
用
者
〕「
人
民
主
権
国
家
に
お
い
て
、治
者
と
被
治
者
は
同
一
で
あ
る
」。〔
中
略
〕

シ
ン
ト
ラ
ー
の
同
一
性
論
は
ル
ソ
ー
の
伝
統
を
曖
昧
に
想
起
さ
せ
る
と
し
て
も
、
こ
の
薄
い
単
著
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
『
憲
法
論
』
に
お
い
て
達

成
し
た
ほ
ど
に
は
、
こ
れ
〔
ル
ソ
ー
の
伝
統
─
─
引
用
者
〕
を
現
在
化
す
る
こ
と
は
全
く
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の

関
連
で
シ
ン
ト
ラ
ー
を
引
用
し
て
い
な
い
」（M

antl, a.a.O
., S.110

）。
ま
た
マ
ン
ト
ル
は
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
Ｇ
．
ラ
イ
プ
ホ
ル
ツ
に
お
け
る
「
代

表
」
概
念
の
継
承
関
係
を
も
検
討
し
て
い
る
。

（
17
）
モ
ム
ゼ
ン
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
飲
み
込
み
の
早
い
弟
子
（gelehriger Schüler

）」
と
評
し
て
い
る
（W

olfgang 
J. M

om
m

sen, M
ax W

eber und die deutsche Politik 1890-1920, T
übingen 1974, S. 407-412. 

安
世
舟
・
五
十
嵐
一
郎
・
小
林
純
・

牧
野
雅
彦
訳
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
ド
イ
ツ
政
治
Ⅱ
』
未
来
社
、
一
九
九
四
年
、
六
九
─
七
四
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
両
者
の
継
承
関
係

を
否
定
す
る
の
が
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
（Johannes W

inckelm
ann, Legitim

ität und Legalität in M
ax W

ebers H
errschaftssoziologie, 

T
übingen 1952.

）
と
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
（K

arl Löw
ith, „ M

ax W
eber und Carl Schm

itt“, in Frankfurter A
llgem

eine Zeitung, 27. 
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第
一
章　

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
時
代
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
（
一
九
一
〇
─
一
九
一
四
年
）

　

本
章
で
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
時
代
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
か
け
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
思
想
的
特
徴
を
把
握

す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
こ
で
第
一
に
、教
授
資
格
申
請
論
文
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』（
一
九
一
四
年
）
を
考
察
の
対
象
と
し
、シ
ュ

Juni, 1964. 

田
中
浩
・
五
十
嵐
一
郎
訳
「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」、『
政
治
神
学
』
未
来
社
、
一
九
七
一
年
、
一

六
七
─
一
八
八
頁
）
で
あ
る
。

（
18
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
影
響
を
検
討
し
た
研
究
と
し
て
は
以
下
を
参
照
。N

orbert Bolz, „Charism
a und Souveränität. 

Carl Schm
itt und W

alter Benjam
in im

 Schatten M
ax W

ebers“, Jacob T
aubes (H

rsg.), D
er Fürst dieser W

elt: Carl Schm
itt 

und die Folgen, M
ünchen 1983, S. 249－

262. G.L. U
lm

en, „Politsche T
heologie und Politische Ö

konom
ie. Ü

ber Carl Schm
itt 

und M
ax W

eber“, Com
plexio O

ppositrum
 über Carl Schm

itt, H
elm

ut Q
uaritsch (H

rsg.), Berlin 1988, S. 341-365

（
佐
野
誠
訳

「
政
治
神
学
と
政
治
経
済
学
：
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
」、
初
宿
正
典
、
古
賀
敬
太
編
訳
『
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
遺
産
』
風
行
社
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
四－

一
四
一
頁
）．G.L. U

lm
en, Politischer M

ehrw
ert. E

ine Studie über M
ax W

eber und 
Carl Schm

itt, W
einheim

 1991. 

佐
野
誠
『
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
ナ
チ
ズ
ム
の
間
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
二
〇
七
頁
以
下
。
佐

野
誠
『
近
代
啓
蒙
批
判
と
ナ
チ
ズ
ム
の
病
理
：
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
法
・
国
家
・
ユ
ダ
ヤ
人
』
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
九－

一
四
五
頁
。Stefan Breuer, Carl Schm
itt im

 K
ontext. Intellektuellenpolitik in der W

eim
arer R

epublik, Berlin 2012.

（
19
）
ケ
ル
ゼ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ル
ソ
ー
『
社
会
契
約
論
』
を
そ
れ
ぞ
れ
対
照
的
に
解
し
た
─
─
前
者
は
人
民
主
権
論
に
お
け
る
自
由
主
義
的
要

素
を
強
調
し
、
後
者
は
民
主
主
義
的
要
素
を
徹
底
し
た
─
─
こ
と
を
論
じ
た
、
古
賀
敬
太
『
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
自
由
主
義
の
悲
劇
：
岐
路
に
立
つ

国
法
学
者
た
ち
』
風
行
社
、
一
九
九
六
年
、
八
四－

一
三
五
頁
。

（
20
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
第
四
章
第
一
節
で
詳
し
く
論
じ
る
。



カール・シュミットにおける民主主義論の成立過程（１）

北法68（6・81）1405

ミ
ッ
ト
独
自
の
二
元
論
的
世
界
観
を
前
提
と
す
る
国
家
観
、
お
よ
び
法
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
の
固
有
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
。
法
哲

学
を
主
題
と
す
る
本
書
は
、青
年
期
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
り
、法
思
想
の
領
域
で
初
め
て
学
術
的
価
値
を
高
く
評
価
さ
れ
た
労
作
で
あ
り
、シ
ュ

ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
で
長
年
に
わ
た
り
従
事
し
た
刑
法
学
、
法
思
想
研
究
の
成
果
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
近
年
公
刊
さ

れ
た
日
記
帳
に
基
づ
き
、
こ
の
著
作
の
執
筆
経
緯
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
当
初
の
構
想
か
ら
の
変
更
点
に
留
意
し
つ
つ
構
想
の
発
展
過
程

を
再
構
成
す
る
。
本
書
で
示
さ
れ
る
国
家
観
の
根
底
に
は
、
神
学
的
世
界
観
に
基
づ
く
共
同
体
と
人
間
な
い
し
は
個
人
と
の
関
係
に
関
す
る

シ
ュ
ミ
ッ
ト
固
有
の
理
解
が
あ
る
。
本
章
で
は
第
二
に
、
こ
う
し
た
独
自
の
共
同
体
─
個
人
観
を
解
明
す
る
た
め
に
、
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
系

雑
誌
に
寄
稿
し
た
小
論
「
教
会
の
可
視
性
」（
一
九
一
七
年
）
を
参
照
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
で
あ
る
原
罪
思
想
に
忠
実
で
あ
る
と
い

う
以
上
に
、
人
間
本
性
を
極
端
な
ま
で
に
悲
観
主
義
的
に
捉
え
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
人
間
観
か
ら
す
れ
ば
、「
可
視
的
教
会
」
に
よ
る
神
概
念

の
媒
介
を
経
な
い
世
俗
世
界
は
、
そ
れ
自
体
本
質
的
に
悪
で
あ
り
不
正
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
観
お
よ
び
世
俗
世
界
に
対
す
る
見
方
は
、

さ
ら
に
『
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
』（
一
九
一
九
年
）
に
ま
で
継
承
さ
れ
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
、
現
代
の
個
人
主
義
と
デ
カ
ル
ト
以
降
の
近

代
の
特
徴
と
さ
れ
た
主
観
主
義
を
痛
烈
に
批
判
す
る
た
め
の
基
盤
を
成
す
も
の
と
な
っ
た
。そ
し
て
本
章
は
第
三
に
、一
九
一
〇
年
代
の
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
思
想
の
内
に
見
出
さ
れ
、
そ
の
後
の
思
想
形
成
の
途
上
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
独
自
の
方
法
論
に
焦
点
を
合

わ
せ
る
。
法
学
と
神
学
と
を
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
え
る
と
い
う
独
自
の
法
学
方
法
論
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
一
九
二
二
年
の
『
政
治
神
学
』
に
お

い
て
提
唱
し
た
「
政
治
神
学
的
方（１
）法

」
の
萌
芽
的
思
考
と
し
て
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
九
一
〇
年
代
に
は
ケ
ル
ゼ

ン
も
ま
た
自
身
の
国
法
学
的
研
究
に
お
い
て
類
似
し
た
方
法
を
用
い
て
お
り
、
そ
れ
と
の
対
比
を
通
じ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
方
法
論
的
独
自
性

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。

第
一
節　
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
に
お
け
る
国
家
論
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本
節
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
教
授
資
格
申
請
論
文
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
を
中
心
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
独
自
の
法
哲
学
に
お
け
る

国
家
論
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）
執
筆
に
至
る
ま
で
の
経
緯

　

一
八
八
八
年
に
、ド
イ
ツ
中
西
部
ザ
ウ
ア
ー
ラ
ン
ト
南
部
に
位
置
す
る
プ
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
て
生
を
享
け
た
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
高
校
卒
業
資
格
試
験
に
合
格
し
、
一
九
〇
七
年
四
月
に
大
学
へ
進
学
す（２
）る
。
法
学
部
を
選
択
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

最
初
の
二
学
期
を
ベ
ル
リ
ン
で
、
次
の
一
学
期
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
過
ご
し
た
の
ち
、
一
九
〇
八
年
冬
学
期
以
来
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
学
籍

を
置
い
た
。
当
時
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
・
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
の
法
学
部
は
、
教
会
法
学
者
ル
ド
ル
フ
・
ゾ
ー
ム
や
行
政
法

学
者
オ
ッ
ト
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
、
国
法
学
者
パ
ウ
ル
・
ラ
ー
バ
ン
ト
と
い
っ
た
著
名
な
学
者
を
招
聘
す
る
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
も
有
数
の
名
門

大
学
で
あ
っ（３
）た

。
Ｆ
．
ｖ
．
カ
ル
カ（４
）ー

に
師
事
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
刑
法
に
関
す
る
学
位
論
文
「
責
任
と
そ
の
種
類
：
術
語
的
一
研
究
」

を
提
出
し
、
一
九
一
〇
年
に
法
学
博
士
の
学
位
を
取
得
す
る
。
そ
し
て
同
年
夏
以
降
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
上
級
地
方
裁

判
所
に
司
法
修
習
生
と
し
て
勤
務
す（５
）る
。

　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
時
代
は
、
司
法
修
習
生
と
し
て
法
実
務
に
携
わ
る
と
同
時
に
、
著
作
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
時
期
で
あ
っ

た
。
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
達
と
共
同
で
小
説
や
風
刺
文
を
執
筆
し
、
ま
た
詩
人
Ｔ
．
ド
イ
プ
ラ
ー
と
緊
密
な
交
流
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
は
こ
の
時
期
で
あ
っ（６
）た
。
さ
ら
に
理
論
的
法
学
研
究
の
成
果
と
し
て
一
九
一
二
年
に
は
『
法
律
と
判
決
』
を
出
版
し
た
。

　

当
時
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、司
法
試
補
試
験
に
合
格
し
て
法
実
務
家
と
し
て
の
道
を
進
む
よ
り
も
、大
学
に
職
を
得
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。

一
九
一
二
年
六
月
の
書
簡
で
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
妹
ア
ウ
グ
ス
テ
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。「
新
し
い
著
作〔『
法
律
と
判
決
』

─
─
引
用
者
〕
は
す
で
に
大
き
な
成
果
を
得
て
い
る
。
私
は
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
か
ら
、
そ
こ
で
刑
法
と
法
哲
学
に
つ
い
て
講
義
す
る
よ
う
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要
請
さ
れ
た
。
つ
ま
り
君
の
兄
は
、
彼
が
望
み
さ
え
す
れ
ば
、
今
頃
私
講
師
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
財
政
的
理
由
か
ら
（
報
酬
は

年
間
た
っ
た
一
〇
〇
〇
マ
ル
ク
に
し
か
な
ら
な
い
）
断
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」（T

B1: （
７
）

6

）。

　

こ
う
し
た
文
面
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
彼
は
当
時
財
政
面
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
ザ
ウ
ア
ー
ラ
ン
ト
辺
境
の
裕
福
と

は
言
え
な
い
家
庭
に
育
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
大
学
進
学
後
の
生
活
を
母
方
の
叔
父
Ａ
．
シ
ュ
タ
イ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
財
政
的
援
助
に
頼
っ

て
い
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
母
親
の
弟
で
あ
る
叔
父
は
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
（
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
）
の
鉱
山
の
土
地
売
却
を
通
じ
て
財
を
成
し
て

い（８
）た
。
メ
ー
リ
ン
グ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
は
当
時
確
か
に
名
声
を
獲
得
し
て
い
た
と
は
言
え
、
彼
が
ベ

ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
い
っ
た
大
都
市
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
へ
移
動
し
た
最
大
の
理
由
は
、
経
済
的
困
窮
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
近
郊
に
住
む
叔
父
か
ら
金
銭
的
支
援
を
受
け
る
た
め
で
あ
っ（９
）た
。
妹
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
、
一
九
〇
八
年
に
は

す
で
に
経
済
的
困
窮
の
経
験
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
社
会
的
不
平
等
を
強
く
意
識
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。「
確
か
に

我
々
は
と
も
に
、財
政
的
側
面
に
関
す
る
限
り
、両
親
の
選
択
の
点
で
非
常
に
慎
重
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
（
（1
（

い
」。司
法
修
習
生
は
無
給
で
あ
っ

た
と
い
（
（1
（

う
。
長
年
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
叔
父
と
は
こ
の
と
き
連
絡
を
取
っ
て
お
ら
（
（1
（

ず
、
経
済
的
に
生
活
は
困
窮
し
て
い
た
。

　

一
九
一
二
年
以
降
、
経
済
的
状
況
は
よ
り
逼
迫
す
る
。
メ
ー
リ
ン
グ
は
、
経
済
的
困
窮
を
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
時
期
は
シ
ュ
ミ
ッ

ト
に
と
り
「
自
殺
と
狂
気
の
限
度
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
に
あ
る
、
波
乱
に
富
む
危
機
の
時
（
（1
（

代
」
で
あ
っ
た
と
表
現
し
て
い
る
。
一
九
一
二
年

一
〇
月
以
降
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
メ
ン
ヒ
ェ
ン
グ
ラ
ー
ド
バ
ッ
ハ
（
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
西
部
）
に
移
り
、
そ
こ
で
法

律
顧
問
官
フ
ー
ゴ
ー
・
ラ
ン
ベ
ル
ト
の
下
で
勤
務
す
（
（1
（

る
。
こ
の
都
市
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
司
法
修
習
生
と
し
て
引
き
続
き
法
実
務
に
携
わ
り

な
が
ら
、
翌
年
一
月
以
降
に
は
新
た
な
理
論
的
著
作
の
執
筆
に
着
手
す
（
（1
（

る
。
の
ち
に
教
授
資
格
申
請
論
文
と
し
て
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学

に
提
出
さ
れ
る
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
執
筆
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
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（
二
）
執
筆
当
初
の
構
想

　

日
記
帳
の
記
載
に
よ
る
と
、
こ
の
著
作
の
内
容
は
一
九
一
二
年
末
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
（
（1
（

た
。
当
初
、
本
書
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
。

「
第
一
章　

利
益
に
対
す
る
法
の
自
律
性
。
目
的
は
法
を
創
造
し
な
い

　

第
二
章　

行
為
と
し
て
の
文
化
。
法
と
文
化

　

第
三
章　

法
に
お
け
る
人
格

　

第
四
章　

法
の
正
し
さ

　

第
五
章　

法
と
道
徳
」（T

B1:63
）

　

実
際
に
出
版
さ
れ
た
著
作（
以
下
、完
成
稿
と
す
る
）の
構
成
は
、「
第
一
章　

法
と
権
力
」「
第
二
章　

国
家
」「
第
三
章　

個
人
」で
あ
り
、

当
初
の
構
想
か
ら
幾
つ
か
の
変
更
点
が
確
認
さ
れ
る
。
次
節
で
詳
し
く
み
る
通
り
、第
四
章
、第
五
章
の
表
題
と
さ
れ
た「
法
の
正
し
さ（D

as 

Recht des Rechts

）」
と
法
と
道
徳
の
関
係
に
つ
い
て
は
、完
成
稿
第
一
章
、第
二
章
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
る
。
一
方
、法
と
文
化
の
関
係
、

法
に
お
け
る
人
格
に
つ
い
て
は
、
完
成
稿
で
は
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
構
想
段
階
に
お
い
て
第
一
章
で
論
じ
ら
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
「
利
益
に
対
す
る
法
の
自
律
性
」、
法
と
利
益
お
よ
び
目
的
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
完
成
稿
第
一
章
に
お
い
て
法
と
事
実
的
権
力
の

関
係
と
し
て
、
よ
り
一
般
化
さ
れ
た
形
で
論
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
構
想
に
お
い
て
は
法
と
利
益
が
対
立
関
係
に
あ
る
も
の
と
し

て
捉
え
ら
れ
、
法
は
利
益
に
対
し
て
自
律
性
を
保
持
す
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
完
成
稿
に
お
い
て
は
法
と
事
実
的
権

力
が
対
立
関
係
に
置
か
れ
る
。
構
想
段
階
と
完
成
稿
と
の
間
に
見
出
さ
れ
る
個
々
の
変
更
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
完
成
稿
の
諸
論
点
を
検

討
し
て
い
く
過
程
で
確
認
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
当
初
の
構
想
は
幾
つ
か
の
点
で
変
更
さ
れ
た
が
、
日
記
帳
の
記
載
か
ら
、
本
書
執
筆
に
あ
た
っ
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
当
初
の
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問
題
関
心
が
明
ら
か
に
な
る
。
一
九
一
二
年
十
一
月
二
八
日
の
日
記
帳
に
は
、「
規
範
と
利
益
に
つ
い
て
の
前
置
き
」
と
書
き
添
え
た
上
で
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
法
律
の
前
で
は
す
べ
て
の
人
間
が
平
等
で
あ
る
。こ
れ
は
誰
も
が
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
正
し
い
決
ま
り
文
句
で
あ
る
。し
か
し
こ
こ
で
、

非
常
に
重
要
で
射
程
範
囲
の
広
い
こ
の
決
ま
り
文
句
の
首
尾
一
貫
性
が
問
題
と
な
る
。
も
し
法
律
の
前
に
全
員
が
平
等
で
あ
る
な
ら
ば
、
人

間
に
お
け
る
事
実
的
な
経
済
的
不
平
等
、
知
的
不
平
等
を
鑑
み
る
限
り
、
こ
れ
は
人
格
総
体
に
お
け
る
人
間
と
は
別
の
も
の
に
関
係
す
る
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（T

B1:55

）。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、一
方
で
は
「
法
律
の
前
で
は
す
べ
て
の
人
間
が
平
等
で
あ
る
」
と
い
う
原
則
が
確
立
し
普
及
し
て
い
る
が
、

他
方
で
現
実
に
は
不
平
等
が
存
在
す
る
こ
と
を
慨
嘆
し
つ
つ
指
摘
す
る
。
そ
し
て
法
的
関
係
に
お
い
て
は
人
格
を
含
む
「
人
間
全
体
」
は
度

外
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

　
「
今
日
の
法
的
生
活
に
対
す
る
注
意
深
い
観
察
者
が
行
う
最
初
の
考
察
は
、
次
の
事
実
か
ら
出
発
す
る
。
人
間
は
法
律
行
為
に
お
い
て
で

あ
れ
何
で
あ
れ
、
他
者
と
の
法
的
交
渉
の
中
に
立
ち
入
る
や
い
な
や
、
人
間
は
訴
訟
当
事
者
と
し
て
、
ま
た
は
市
民
と
し
て
の
義
務
を
履
行

し
権
利
を
行
使
す
る
点
で
公
民（Staatsbürger

）と
し
て
考
慮
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
人
間
は
、人
間
全
体
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

個
人
的
な
長
所
や
欠
点
を
も
つ
人
間
と
し
て
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
何
で
あ
れ
法
は
す
べ
て
、
確
固
と
し
た
存
立
を
示
し
、
そ
れ
ゆ
え
法
に
対

し
て
利
害
関
係
を
も
つ
諸
論
点
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
呈
示
す
る
。
誰
が
貸
付
金
の
返
済
を
要
求
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
に
と
っ
て
は
、
常

に
民
法
に
お
け
る
所
与
の
前
提
が
問
題
と
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
誰
が
そ
れ
程
長
く
貸
付
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
の
か
、
誰
が
そ

れ
を
返
済
す
る
よ
う
要
求
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
と
し
た
ら
、

こ
の
こ
と
は
法
の
内
に
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（Ebd.

）。

　

当
時
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
平
等
条
項
に
規
定
さ
れ
た
平
等
の
要
請
と
社
会
経
済
的
平
等
と
は
次
元
が
異
な
る
と
は
考
え
ず
、
こ
う
し
た
状
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態
を
一
つ
の
矛
盾
、「
二
律
背
反
」（Ebd.

）
と
し
て
理
解
す
る
。

　
「
こ
こ
に
二
律
背
反
（A

ntinom
ie

）
が
存
在
す
る
。
法
律
の
前
で
は
す
べ
て
の
人
間
は
平
等
で
あ
る
。
社
会
主
義
的
な
未
来
国
家
に
お

い
て
は
、
す
べ
て
の
人
間
は
平
等
で
あ
る
。
こ
う
し
た
要
請
が
人
間
の
事
実
的
な
不
平
等
を
見
誤
っ
て
い
る
と
い
う
反
論
は
、
そ
の
限
り
で

正
当
で
あ
る
。
こ
の
二
律
背
反
は
い
か
に
し
て
解
決
さ
れ
う
る
の
か
」（Ebd.

）。

　

こ
の
問
い
に
対
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
次
の
よ
う
に
解
答
を
与
え
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
り
人
間
と
は
本
来
、
人
格
を
も
っ
た
「
人
間
全

体
」
を
意
味
す
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
法
の
前
の
平
等
と
い
う
要
請
に
お
い
て
も
、
社
会
経
済
的
状
態
に
お
い
て
も
、「
両
方
の
場
合
に

お
い
て
、
人
間
は
何
か
別
の
存
在
を
意
味
し
て
い
る
と
我
々
が
納
得
す
る
こ
と
を
通
じ
て
」（Ebd.

）
こ
の
二
律
背
反
は
解
消
さ
れ
る
。
つ

ま
り
全
体
と
し
て
で
は
な
い
「
何
か
別
の
存
在
」
と
し
て
人
間
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
常
態
化
す
る
限
り
、
こ
う
し
た
矛
盾
は
顕
在
化
す
る

こ
と
な
く
自
ず
か
ら
解
決
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
悲
観
的
か
つ
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
見
解
を
述
べ
る
。
こ
う
し
た
見
解
が
経
済
的
困
窮
と
い

う
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
個
人
的
経
験
と
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
的
不
平
等
の
意
識
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
法
律
の
前
で
の
人
間
の
平
等
と

い
う
要
請
と
実
際
上
の
社
会
的
不
平
等
と
の
二
律
背
反
に
つ
い
て
の
、
よ
り
実
感
の
込
め
ら
れ
た
記
述
か
ら
窺
え
る
。

　
「
私
は
五
〇
〇
マ
ル
ク
を
必
要
と
し
て
い
る
。
五
〇
〇
マ
ル
ク
に
は
お
ぞ
ま
し
い
も
の
が
と
り
憑
い
て
い
る
。
五
〇
〇
マ
ル
ク
を
手
に
入

れ
る
た
め
に
は
、
貧
し
い
労
働
者
は
二
〇
〇
日
間
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
違
い
な
い
。〔
中
略
〕
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
商
業
顧
問
官

の
息
子
は
一
晩
で
娼
婦
の
た
め
に
五
〇
〇
マ
ル
ク
使
い
切
っ
て
し
ま
う
。
二
律
背
反
は
い
か
に
し
て
解
決
さ
れ
う
る
の
か
」（Ebd.

）。

　

こ
う
し
た
現
状
認
識
の
下
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
法
が
社
会
経
済
的
権
力
や
利
害
関
心
を
超
越
し
、
そ
れ
ら
と
は
無
関
係
に
自
律
し
て
い
る

こ
と
を
究
明
す
る
動
機
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
法
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ら
ず
者
は
す
べ
て
自
ら
の
無
実
が
最
初
に
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
安
易
な
状
況
を

求
め
る
。
法
が
権
力
で
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
は
重
大
な
誤
謬
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
は
反
対
で
あ
る
。
私
と
し
て
は
で
き
る
限
り
、
訴
訟
に
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お
い
て
社
会
的
に
よ
り
強
い
立
場
の
者
が
法
を
手
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
決
す
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
法
を
経
由
す
る
と
い
う
迂
遠
な
仕

方
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
正
し
い
者
だ
け
が
社
会
的
に
一
層
強
力
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
う
る
」（T

B1:60

）。

　

こ
の
よ
う
に
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
の
執
筆
は
、
社
会
経
済
的
不
平
等
に
対
す
る
批
判
的
意
識
を
根
底
に
も
ち
つ
つ
、
法
が
社

会
的
強
者
の
道
具
、
権
力
手
段
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
基
づ
い
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
法
哲
学
的
方
法
論

　

一
九
一
四
年
に
公
刊
し
た
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
独
自
の
法
哲
学
を
展
開
す
る
。
こ
こ
で
は
新
カ

ン
ト
派
と
共
通
す
る
二
元
論
が
理
論
的
前
提
と
さ
れ
（
（1
（

る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
本
書
冒
頭
で
、「
法
は
事
実
か
ら
演
繹
さ
れ
う
る
か
、
ま
た
事
実

が
法
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
は
可
能
か
」
と
自
ら
問
い
、
こ
れ
に
否
と
答
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
は
純
粋
な
規
範
で
あ
り
、
経
験
的
世
界
に

お
い
て
本
来
法
は
実
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
（W

S:26

）。
法
は
現
実
や
事
実
的
権
力
か
ら
演
繹
さ
れ
は
し
な
い
し
、
根
拠
づ
け
ら
れ
も
し

な
い
、
と
い
う
本
書
に
お
け
る
第
一
の
主
張
を
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。「
人
間
の
共
同
生
活
が
属
す
る
自
然
の
観
察
か

ら
は
、そ
れ
が
た
だ
事
実
的
に
確
認
し
説
明
す
る
社
会
科
学
の
案
件
で
あ
る
限
り
、い
か
な
る
法
も
生
み
出
さ
な
い
。
規
範
の
定
立
だ
け
が
、

法
と
不
法
（Recht und U

nrecht

）
の
区
別
を
基
礎
づ
け
る
の
で
あ
り
、
自
然
が
そ
う
す
る
の
で
は
な
い
。
太
陽
は
、
義
人
を
も
不
義
人

を
も
照
ら
す
」（W

S:36

）。

　

こ
う
し
て
経
験
的
現
実
や
事
実
的
権
力
か
ら
法
は
独
立
し
て
お
り
、
自
律
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ば
、「
存
在
と
当
為
の
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
に
対
応
す
る
二
元
論
」（W

S:26

）
が
帰
結
し
、
そ
れ
ゆ
え
「
調
和
し
え
な
い
自
律
性
の
う
ち
に
並
存
す
る
、
法
の
世
界
と
権
力
の

世
界
と
い
う
二
つ
の
世
界
」（W

S:28

）
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
存
在
と
当
為
お
よ
び
法
と
事
実
と
を
対
置
し
、
こ
れ
に

対
応
し
て
現
象
界
と
叡
知
界
と
を
峻
別
す
る
カ
ン
ト
の
二
世
界
論
を
継
承
し
て
、「
法
の
世
界
」と「
経
験
的
現
実
の
世
界
」と
を
峻
別
す
る
。
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（
四
）
国
家
の
課
題

　

し
た
が
っ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
法
と
事
実
は
、
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
に
お
い
て
は
決
し
て
混
じ
り
合
う
こ
と
の
な
い
固
有
の
世
界

の
内
に
留
ま
る
（W

S:28

）。「
法
が
固
有
の
リ
ズ
ム
を
受
け
取
る
な
ら
ば
、
法
の
諸
規
範
は
隙
間
の
な
い
閉
鎖
性
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
経

験
的
事
実
か
ら
独
立
し
て
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（W

S:36f.

）。
こ
の
よ
う
に
本
来
、「
法
の
世
界
」
と
「
経
験
的
現
実
の
世
界
」
と

い
う
二
世
界
は
没
交
渉
で
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、
二
世
界
は
「
媒
介
（verm

itteln

）」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
こ

の
点
が
本
書
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
第
二
の
主
張
で
あ
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
な
論
証
に
よ
っ
て
、
二
世
界
を
媒
介
す
る
可
能
性
を
模
索
す
る
。
端
的
に
言
う
な
ら
ば
彼
は
、
法
と
「
目
的
」

概
念
と
の
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
で
、
法
を
実
現
主
体
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
指
す
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
法
は
「
目
的
」
そ
れ
自

体
で
は
な
い
が
、「
目
的
」
と
い
う
概
念
に
含
ま
れ
る
「
達
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
を
通
じ
て
、
法
は
「
目
的
」
概
念
と
関

係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
の
「
実
現
（V

erw
irklichung

）」
と
い
う
概
念
を
法
の
定
義
に
導
入
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ

の
一
方
で
「
目
的
」
と
は
、「
そ
の
課
題
を
法
の
「
実
現
」
に
見
出
す
よ
う
な
実
在
」、「
法
の
内
に
見
出
さ
れ
る
エ
ト
ス
の
主
体
」
に
属
す

概
念
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、純
粋
な
規
範
と
し
て
の
法
は「
実
在
と
権
力
の
契
機
と
の
関
わ
り
」を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
本
来「
規

範
は
手
段
と
目
的
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
超
越
し
て
存
在
す
る
」
が
、
法
に
適
っ
た
状
態
、
し
か
も
法
に
適
っ
た
権
力
に
よ
っ
て
適
法
で
あ
る
と

示
さ
れ
た
状
態
が
「
経
験
的
世
界
の
内
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

0

0

0

0

0

」
限
り
、
経
験
的
世
界
に
お
け
る
実
在
が
「
媒
体
の
意
味
に
お
け
る
法

の
手
段
」（W

S:39f.

）
と
な
り
う
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
法
の
手
段
」
が
、
ま
さ
に
国
家
で
あ
る
。
同
様
に
、「
意
志
」

概
念
や
「
強
制
可
能
性
へ
の
傾
向
」、「
現
象
と
現
実
の
世
界
へ
の
影
響
」（W

S:40f.

）
と
い
っ
た
観
念
も
、「
実
在
す
る
権
力
と
し
て
の
剣

の
役
割
」（W

S:70

）
を
果
た
し
う
る
国
家
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
法
と
「
目
的
」
概
念
と
の
関
係
の
究
明
を
通
じ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
経
験
的
世
界
に
法
を
媒
介
し
、
法
が
実
現
さ
れ
る
理
論
的
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可
能
性
を
検
討
し
た
。
本
書
の
中
で
も
特
に
独
創
的
で
あ
る
こ
の
主
張
は
、
当
時
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
を
中
心
に
影
響
力
を
も
っ
た
新
カ

ン
ト
派
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
区
別
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
論
点
は
一
九
一
二
年
末
の
構
想
段
階
に
お
い
て
す
で
に
明
確
化
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
間
の
思
想
的
模
索
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
独
創
的
見
解
の
発
展
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
十
二
月
二
九

日
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
「
法
は
目
的
で
あ
り
、
手
段
で
は
な
い
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
と
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
お
け
る
誤
謬
で
あ
る
。
し
か
し
目
的
は
、
利
益
か
ら

考
察
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
規
範
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
目
的
は
動
機
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
の
意
志
に
と
り
法
律
で
あ
る
術
語
、
個
人
の

意
志
が
自
ら
定
立
す
る
こ
と
は
な
い
術
語
と
し
て
あ
る
。〔
中
略
〕
個
人
は
法
を
手
段
と
し
て
利
用
し
う
る
。
し
か
し
法
の
理
念
上
、
法
が

手
段
と
見
做
さ
れ
る
な
ら
ば
、
法
は
認
識
さ
れ
え
な
い
。
最
終
的
な
目
的
が
自
律
的
人
倫
（Sittlichkeit

）
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
意
味

で
法
は
目
的
で
あ
り
続
け
る
。
と
い
う
の
も
、
目
的
は
こ
こ
で
は
一
つ
の
規
範
的
範
疇
で
あ
り
、
心
理
学
的
範
疇
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
金
銭
は
法
制
度
で
は
な
く
、
手
段
で
あ
る
。
法
に
お
け
る
金
銭
と
法
に
お
け
る
時
間
。
規
範
か
ら
考
察
し
た
場
合
の
目
的
と
、
利

益
か
ら
考
察
し
た
場
合
の
目
的
（
イ
エ
ー
リ
ン
グ
が
考
察
し
た
の
は
こ
れ
で
あ
る
）
が
あ
る
。
両
者
は
対
立
し
あ
う
。
利
益
と
い
う
意
味
に

お
け
る
目
的
を
法
の
創
造
者
と
捉
え
る
見
解
に
と
っ
て
、
法
が
手
段
と
な
る
の
は
自
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
利
益
は
法
を
必
要
と
す
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
を
権
力
手
段
と
見
做
し
、法
を
権
力
と
し
て
定
義
す
る
見
解
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
目
的
は
法
を
創
造
し
な
い
。

法
は
自
己
目
的
（Selbstzw

eck

）
で
あ
る
。
目
的
は
第
一
に
、
影
響
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
、
判
断
の
た
め
の
規
範
で
あ
る
。

法
は
目
的
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
規
範
で
あ
る
か
。
法
は
前
者
で
あ
る
か
ら
、
両
方
で
あ
る
。
法
は
世
界
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
目

的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
世
界
は
行
為
（T

at

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
法
が
規
範
で
あ
る
な
ら
ば
、
法
は
世
界
以
前
に
存
在
す
る
。
法
が

影
響
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
法
は
世
界
以
後
に
存
在
す
る
。
法
は
世
界
以
前
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
世
界
以
後
に
も
存

在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
法
に
お
け
る
両
極
で
あ
る
」（T

B1:65f.

）。
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こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
当
初
、法
が
目
的
で
も
あ
り
規
範
で
も
あ
る
と
い
う
曖
昧
な
見
解
を
示
し
て
い
た
が
、同
日
の
日
記
帳
に
は
、

こ
れ
に
引
き
続
き
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
法
は
規
範
で
あ
る
。
世
界
の
外
部
に
お
い
て
も
、
世
界
の
以
前
と
以
後
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
目
的
と
し
て
の
法
は
規
範
を
実
現

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
影
響
さ
れ
る
べ
き
結
果
は
法
で
は
な
く
法
に
適
合
す
る
状
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
は
本
来
、決
し
て
目
的
で
は
な
く
、

法
に
適
合
し
た
状
態
、
す
な
わ
ち
規
範
に
適
合
し
た
現
実
だ
け
が
常
に
目
的
で
あ
る
。
法
は
絶
対
的
に
手
段
の
外
部
に
あ
る
。
法
は
目
的
で

あ
る
か
と
い
う
問
い
は
、
も
は
や
法
理
論
的
問
い
で
は
な
く
、
実
践
的
問
い
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
解
答
を
引
き
受
け
る
理
論
は
、

特
殊
に
法
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
規
範
、
倫
理
的
お
よ
び
道
徳
的
規
範
に
も
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
二
つ
の
種
類
の
法

が
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
は
本
質
的
な
法
と
偶
然
的
な
法
で
あ
る
。つ
ま
り
本
質
的
な
法
と
、〈
法
的
に
通
例
の
〉法
的
規
定（
例

え
ば
刑
法
や
警
察
法
）
で
あ
る
。
実
定
法
は
派
生
的
に
の
み
法
と
い
う
名
に
値
す
る
。
実
定
法
は
国
家
に
よ
り
定
立
さ
れ
た
法
で
あ
る
か
慣

習
法
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
実
定
的
と
い
う
語
彙
は
何
か
自
明
の
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
同
語
反
復
を
意
味
す
る
か
、
あ
る
い
は
非
本
質
的
な

も
の
、
非
精
神
的
な
（nicht-m

ental

）
法
を
意
味
す
る
」（T

B1:66f.

）。

　

こ
う
し
た
構
想
が
発
展
し
た
結
果
、『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
完
成
稿
に
お
い
て
は
、
法
と
目
的
の
関
係
、
法
と
実
現
主
体
と
の

関
係
が
論
理
的
に
整
合
的
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
で
、法
は
実
現
主
体
に
よ
っ
て
経
験
的
世
界
に
お
い
て
実
現
さ
れ
う
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
法
と
は
実
現
さ
れ
る
べ
き
規
範
で
あ
り
、
自
ら
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
実
在
す
る
何
ら
か
の
主
体
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
う
る
客
体
で
あ
る
。
そ
の
際
に
法
を
実
現
す
る
の
は
「
法
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
エ
ト
ス
の
主
体
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
国
家
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
家
の
課
題
は
、
二
世
界
を
媒
介
し
、
経
験
的
世
界
に
お
い
て
法
を
実
現
す
る
こ
と
な
の
だ
と
さ
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト

に
と
り
、
国
家
の
尊
厳
と
国
家
権
力
の
正
統
性
は
、
法
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
の
課
題
の
遂
行
に
基
づ
い
て
い
る
。
本
書
完
成
稿
で
提
起
さ

れ
た
諸
論
点
の
中
で
も
と
り
わ
け
強
調
さ
れ
た
こ
の
第
三
の
主
張
を
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
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「
国
家
は
そ
の
尊
厳
（W

ürde

）
を
、
あ
る
法
則
性
に
負
っ
て
い
る
。
こ
の
法
則
性
は
国
家
自
体
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ

れ
に
対
し
て
自
ら
の
権
威
（A

utorität

）
は
派
生
的
な
も
の
に
留
ま
る
。
そ
の
よ
う
な
法
則
性
は
法
の
内
に
の
み
見
出
さ
れ
る
の
で
、
法

が
国
家
か
ら
定
義
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
国
家
が
法
か
ら
定
義
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
国
家
が
法
の
創
造
者
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
法
が
国

家
の
創
造
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
は
国
家
に
先
行
す
る
」（W

S:50

）。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
あ
ら
ゆ
る
法
学
的
精
神
活
動
の
最

も
基
本
的
な
出
発
点
は
、規
範
だ
け
が
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
正
統
化（Legitim

ation

）を
要
求
し
、法
を
国
家
の
前
に
置
く
」（W

S:53

）。「
単

な
る
事
実
的
権
力
は
、
そ
の
も
と
で
権
限
が
正
統
化
さ
れ
る
規
範
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
、
何
ら
か
の

権
限
へ
と
高
め
ら
れ
な
い
」。
そ
れ
ゆ
え
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
法
の
優
位
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
論
じ
（W

S:52

）、
法
が
国
家
の
正
統
性
の
源

泉
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
法
治
国
家
」
と
い
う
概
念
も
ま
た
「
法
の
優
位
を
示
す
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
、独
自
の
解
釈
を
提
示
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
に
よ
れ
ば
、法
治
国
家
と
は
「
完
全
に
法
の
機
能
に
な
ろ
う
と
す
る
国
家
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
法
治
国
家
に
お
い
て
「
国

家
は
法
か
ら
完
全
に
把
捉
さ
れ
、
定
義
さ
れ
、
完
全
に
法
の
領
域
へ
と
高
め
ら
れ
る
」（W

S:54

）。
す
な
わ
ち
、
国
家
は
「
現
実
に
対
す
る

法
の
影
響
の
道
具
」（W

S:56

）
と
な
り
、
こ
う
し
た
国
家
の
定
義
に
お
い
て
は
、
法
治
国
家
以
外
の
国
家
は
存
在
し
な
い
。
法
哲
学
的
考

察
の
対
象
と
な
る
国
家
は
経
験
的
に
存
在
す
る
複
数
の
国
家
で
は
な
く
、「
理
念
的
国
家
」
で
あ
る
。
こ
の
「
理
念
的
国
家
」
を
国
家
の
模

範
的
な
あ
り
方
と
し
て
、「
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
国
家
は
法
の
最
初
の
奉
仕
者
と
し
て
、
そ
の
正
統
性
を
受
け
取
る
」（W

S:57

）。
こ
の
よ
う

に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
国
家
の
正
統
性
の
源
泉
が
法
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

固
有
の
自
律
的
世
界
の
内
に
留
ま
り
、
本
質
的
に
経
験
的
世
界
と
関
係
を
も
た
な
い
法
を
経
験
的
世
界
の
う
ち
に
実
現
す
る
主
体
は
、
国

家
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
理
念
的
国
家
」
を
、
法
実
現
と
い
う
課
題
を
遂
行
す
る
主
体
と
し
て
、
す
な
わ
ち
法
と
諸
個
人
と
の
中
間

に
存
在
す
る
「
法
形
象
（Rechtsgebilde

）」
と
し
て
措
定
す
る
。
つ
ま
り
「
理
念
的
国
家
」
は
二
元
論
的
世
界
の
間
に
お
け
る
「
構
成
点
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（K
onstruktionspunkt

）」
で
あ
り
、「
規
範
と
実
在
す
る
経
験
的
世
界
の
対
立
に
お
け
る
一
方
の
世
界
か
ら
も
う
一
方
の
世
界
へ
の
移
行

点
（Ü

bergangspunkt

）」（W
S:56

）
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
二
世
界
の
中
間
、「
構
成
点
」、「
移

行
点
」
と
し
て
の
国
家
が
「
主
権
的
決
断
の
行
為
」（W

S:79

）
を
通
じ
て
、
法
を
「
定
式
化
」
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
法
、
厳
密
に
は
「
純

粋
な
思
想
と
し
て
の
法
」
が
、
実
定
法
す
な
わ
ち
「
世
俗
的
現
象
と
し
て
の
法
」
で
あ
る
国
家
法
律
と
な
る
（W

S:56

）。

　

そ
の
上
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
法
の
世
界
と
経
験
的
世
界
の
深
淵
は
克
服
し
え
な
い
ほ
ど
大
き
い
の
で
、
法
が
「
定
式
化
」
さ
れ
る
こ
と
が

第
一
に
重
要
で
あ
る
と
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
「
実
定
的
法
律
に
お
い
て
は
す
べ
て
、
単
な
る
確
認
さ
れ
た
存
在
の
契
機
が
有
効
化
す
る
と
い

う
こ
と
が
必
要
に
な
る
」。
そ
れ
ゆ
え
、「
場
合
に
よ
っ
て
は
「
一
般
に
何
か
が
実
定
的
規
定
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
が
、「
ど
の
よ
う
な
具

体
的
内
容
が
そ
れ
〔
実
定
的
規
定
─
─
引
用
者
〕
に
な
る
か
」
と
い
う
こ
と
よ
り
も
重
要
に
な
る
」。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
り
、「
決
断
」
そ
れ

自
体
の
意
義
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
は
『
法
律
と
判
決
』（
一
九
一
二
年
）
か
ら
連
続
し
て
い
（
（1
（

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
ど
の
よ
う
な

具
体
的
内
容
が
実
定
的
規
定
に
な
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
無
関
心
、
す
な
わ
ち
「
内
容
的
無
関
心
」
は
、「
国
家
の
法
実
現
の
努
力
」

か
ら
生
じ
る
（W

S:80

）。
決
断
内
容
に
つ
い
て
の
「
時
間
を
超
越
し
た
正
し
さ
の
放
棄
と
内
容
的
無
関
心
の
契
機
の
受
容
」
は
、「
実
在
す

る
現
象
の
世
界
の
権
力
と
協
定
が
な
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
も
た
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
犠
牲
で
あ
る
」（W

S:81

）。
つ
ま
り
、
不
可
視
の

法
規
範
が
確
定
さ
れ
、
実
在
化
す
る
こ
と
が
第
一
義
的
問
題
で
あ
る
か
ら
、
決
断
内
容
は
第
二
義
的
問
題
と
し
て
後
景
に
退
か
ざ
る
を
え
な

い
場
合
が
あ
る
と
述
べ
る
。
決
断
主
体
は
自
己
の
行
為
の
正
統
性
の
源
泉
で
あ
る
「
抽
象
的
思
想
と
し
て
の
法
」
に
よ
り
内
面
的
に
は
拘
束

さ
れ
る
と
し
て
も
、
決
断
主
体
が
決
断
す
る
対
象
の
内
容
を
客
観
的
に
問
う
こ
と
は
で
き
ず
、
決
断
内
容
は
主
体
の
「
決
断
」
に
完
全
に
依

存
す
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
法
規
範
の
内
容
は
主
体
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
観
的
に
は
所
与
と
し
て
認
識
さ
れ
る
が
、
客

観
的
に
認
識
さ
れ
え
な
い
の
で
外
部
か
ら
そ
の
内
容
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
決
断
そ
れ
自
体
の
意
義
、
決
断
内
容
に
対
す
る
決
断
自
体

の
優
位
と
い
う
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
こ
の
思
想
は
、
従
来
、
そ
の
後
提
唱
さ
れ
る
決
断
主
義
理
論
の
萌
芽
で
あ
る
と
さ
れ
、
の
ち
の
著
作
と
の
連
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続
性
が
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
て
き
（
（1
（

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
新
田
は
、
本
書
に
見
出
さ
れ
る
「
抽
象
的
思
想
と
し
て
の
法
」
の
契
機
と
い
う
い
わ

ゆ
る
「
規
範
主
義
」
的
要
素
が
の
ち
に
「
論
理
的
明
確
化
の
要
求
」
に
よ
っ
て
清
算
さ
れ
、
決
断
そ
れ
自
体
の
意
義
と
い
う
「
政
治
的
思
惟

が
「
純
粋
化
」
さ
れ
て
姿
を
現
わ
す
」
こ
と
に
な
っ
た
と
解
釈
し
て
い
（
（2
（

る
。

　

た
だ
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
国
家
に
対
す
る
法
規
範
の
内
面
的
拘
束
と
い
う
契
機
を
重
視
し
て
お
り
、
国
家
に
対
す
る
法
規
範
の
優
位
が
維

持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
法
規
範
は
国
家
に
よ
っ
て
正
確

な
内
容
を
伴
っ
て
「
定
式
化
」
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
述
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、「
抽
象
的
思
想
と
し
て
の
法
」
を
決
断
主
体
か
ら

保
護
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
、
そ
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。「
抽
象
的
思
想
と
し
て
の
法
」
と
国
家
の
定
め
た
制
定
法
、
実
定
法
と

い
う
「
法
に
お
け
る
二
元
論
が
認
め
ら
れ
、
認
識
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
現
過
程
、
す
な
わ
ち
法
の
国
家
化
の
過
程
を
、
抽
象
的
規
範
の

保
護
の
た
め
に
監
督
下
に
置
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
」。
そ
れ
ゆ
え
、「
こ
の
定
式
化
を
与
え
る
、
同
様
に
確
実
で
不
可
謬
の
審
級
を
求
め
る

努
力
が
生
じ
る
」（W

S:81f.

）。
つ
ま
り
、
決
断
主
体
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
「
法
」
が
捏
造
さ
れ
る
こ
と
を
予
防
し
、「
法
」
が
正
確
に
定
式

化
さ
れ
る
た
め
に
、
決
断
の
過
程
は
監
督
下
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
定
式
化
を
行
う
「
不
可
謬
の
審
級
」
が
要
請
さ
れ
る
べ
き

だ
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
言
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
法
を
国
家
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、
法
と
国
家
の
間
に
も
う
一
つ
の
審
級
を
押
し
込
む
」
必

要
が
あ
る
。「
プ
ラ
ト
ン
の
国
家
に
お
け
る
哲
学
者
た
ち
か
ら
フ
ィ
ヒ
テ
の
執
政
官
（Ephorat

）
の
要
請
ま
で
、
こ
の
思
想
が
常
に
新
た

な
衣
装
を
ま
と
っ
て
姿
を
現
す
様
相
は
非
常
に
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
非
常
時
に
国
家
の
根
本
法
律
の
侵
害
に
際
し
て
、
国
家
禁
令
を
宣

言
し
、
政
府
の
実
力
を
停
止
し
、
執
行
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
執
政
官
の
要
請
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
事
例
に
お
い
て
、
国
家

の
事
実
的
権
力
の
濫
用
、人
間
の
事
実
的
悪
や
弱
さ
へ
の
不
信
と
そ
れ
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
試
み
が
基
礎
を
成
し
て
い
る
」（W

S:83

）。

（
五
）
同
時
代
の
知
識
人
に
よ
る
反
応
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本
書
に
対
す
る
同
時
代
の
知
識
人
に
よ
る
反
応
は
概
ね
好
意
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
法
論
が
ケ
ル
ゼ
ン
の
そ
れ
と
あ
ま
り
に
も
酷

似
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
用
元
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
批
判
的
な
書
評
が
寄
せ
ら
れ
た
（
（2
（

が
、
こ
の
評
者
も
そ
の
他
の
点
で

は
本
書
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
批
判
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
り
心
外
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
確
か
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

本
書
で
、
出
典
を
記
さ
ず
に
「
規
範
的
考
察
」
と
「
自
然
科
学
的
考
察
」（W

S:26

）
と
い
う
ケ
ル
ゼ
ン
が
用
い
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
対

置
に
言
及
し
た
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
眼
は
二
元
論
が
い
か
に
克
服
さ
れ
う
る
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
二
世
界
の
「
媒
介
」
を
目
的
と
す
る

議
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
両
者
の
思
想
に
は
根
本
的
な
相
違
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
本
書
は
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
の
ケ
ル
ゼ
ン
学
派
か
ら
積
極
的
評
価
を
得
（
（2
（

た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
国
際
法
学
者
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・

フ
ェ
ア
ド
ロ
ス
は
、
一
九
一
四
年
七
月
二
九
日
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
「
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
哲
学
の
演
習
で
あ
な
た
の
興
味
深

い
著
書
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
」
と
述
べ
た
上
で
、本
書
を
次
の
よ
う
に
絶
賛
し
た
。「
規
範
理
論
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
規
模
の
ヴ
ィ
ー

ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
、
あ
な
た
の
著
書
は
大
き
な
賞
賛
を
見
出
し
た
」（T

B2:498

）。

　

な
お
日
記
帳
の
記
述
か
ら
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
本
書
刊
行
以
前
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
哲
学
者
ゲ
オ
ル
ク
・ 

ル
カ
ー
チ
に
一
部
を
送
付
し
、

批
評
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（T

B2:13
（
（2
（5
）。
数
日
後
の
日
記
に
は
、
ル
カ
ー
チ
か
ら
「
本
の
送
付
に
対
す
る
丁
寧
な
返
答
」

（T
B2:138

）
を
受
け
取
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

第
二
節　

最
初
期
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
共
同
体
と
個
人

（
一
）
神
学
的
世
界
像
に
お
け
る
共
同
体
と
個
人

　

以
上
に
み
た
よ
う
に
、『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
法
と
事
実
な
い
し
は
存
在
と
当
為
を
峻
別
す
る
と
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い
う
二
元
論
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
経
験
的
世
界
の
内
に
法
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
、
二
元
論

的
思
想
は
初
期
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
特
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
ニ
コ
レ
ッ
テ
ィ
に
よ
れ
ば
、「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
が
そ
の
基

盤
を
お
い
て
お
り
、
な
か
ん
ず
く
彼
の
初
期
著
作
を
刻
印
し
て
い
る
理
論
的
地
平
は
、
二
元
論
の
兆
候
を
帯
び
て
い
（
（2
（

る
」。
こ
の
二
元
論
的

思
考
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
国
法
学
に
お
け
る
新
カ
ン
ト
派
の
影
響
下
で
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的

出
自
」に
基
盤
を
も
つ
こ
と
も
ま
た
指
摘
さ
れ
て
い
（
（2
（

る
。
す
な
わ
ち
前
節
で
み
た『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』が
示
し
て
い
た
よ
う
に
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
新
カ
ン
ト
派
と
同
様
に
存
在
と
当
為
を
峻
別
す
る
二
元
論
の
立
場
を
と
り
つ
つ
も
、
分
離
の
状
態
に
と
ど
ま
ら
ず
二
元
性
を

媒
介
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
つ
ま
り
ニ
コ
レ
ッ
テ
ィ
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
相
対
立
し
合
っ
て
現
れ
て
い
る
世
界
の
間
を
媒
介
す
る

0

0

0

0

概
念
を
見
出
す
こ
と
を
望
ん
だ
」（
傍
点
強
調
は
引
用
者
に
よ
（
（2
（

る
）。
こ
の
点
で
、
当
時
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
新
カ
ン
ト
派
に
安
易
に
分
類
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
独
自
性
は
彼
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
的
出
自
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
き
（
（2
（

た
。

　

二
元
論
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
神
学
的
、形
而
上
学
的
次
元
に
お
け
る
洞
察
は
、彼
が
一
九
一
七
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
系
雑
誌
『
ス
ン
マ
』

に
寄
稿
し
た
「
教
会
の
可
視
（
（2
（

性
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
論
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
あ
ら
ゆ
る
二
元
論
の
原
型
と
さ
れ
る
「
根
本

的
二
元
論
」
に
つ
い
て
論
究
す
る
。
こ
の
根
本
的
二
元
論
は
「
キ
リ
ス
ト
教
の
導
入
以
来
、
世
界
を
支
配
し
て
い
る
」（SK

:74

）
が
、
同
時

に
「
人
間
の
原
罪
（Sünde

）
を
通
じ
て
世
界
に
入
っ
て
き
た
」（SK

:76

）
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
以
下
に
み
る
通
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
二

元
論
に
対
す
る
評
価
は
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
で
あ
（
（2
（

る
。

　

こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
観
念
が
存
在
し
な
い
世
界
が
い
か
に
不
正
義
と
不
条
理
に
支
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
人
間
関
係
の
合
法
則
性
が
人
間
関
係
に
内
在
的
な
む
き
出
し
の
世
俗
的
帰
結
に
し
た
が
っ
て
形
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、

歴
史
的
現
実
に
お
い
て
は
い
か
な
る
個
人
も
も
は
や
尊
重
さ
れ
ず
、
自
分
の
部
屋
で
あ
れ
、
家
で
あ
れ
、
法
律
の
枠
内
で
あ
れ
、
個
人
が
自

己
の
人
格
を
全
う
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
制
度
は
、
個
人
が
あ
る
日
自
分
の
部
屋
か
ら
連
れ
去
ら
れ
る
と
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い
う
こ
と
か
ら
個
人
を
保
護
し
な
い
。
そ
の
と
き
個
人
は
、
神
に
見
捨
て
ら
れ
た
世
界
に
お
い
て
一
人
で
存
在
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
が
何
を
意
味
す
る
か
を
理
解
す
る
」（SK

:73f.

）。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、人
間
が
世
界
の
内
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
常
に
「
他
者
と
共
に
在
る
」（SK

:74

）
こ
と
を
意
味
す
る
。「
神

に
見
捨
て
ら
れ
た
世
界
」
に
お
い
て
「
一
人
で
存
在
す
る
の
で
は
な
い
」、
す
な
わ
ち
「
他
者
と
共
に
存
在
す
る
」
と
き
、「
あ
る
日
自
分
の

部
屋
か
ら
連
れ
去
ら
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
不
正
義
が
罷
り
通
る
。「
神
の
前
で
は
人
間
は
無
で
あ
る
が
、現
世
に
お
い
て
人
間
は
初
め
て
、

真
に
無
化（vernichten
）さ
れ
る
」（Ebd.

）。「
人
間
関
係
に
内
在
的
な
帰
結
」、す
な
わ
ち
人
間
の
共
同
体
に
固
有
の
不
正
義
や
不
条
理
は
、

人
間
の
「
原
罪
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
原
罪
か
ら
「
諸
々
の
悪
し
き
二
元
論
」
が
生
み

出
さ
れ
た
。す
な
わ
ち
、こ
の
二
元
論
は「
神
の
言
葉
に
も
係
わ
る
神
的
思
想
の
神
的
肉
体
か
ら
世
俗
的
目
的
の
た
め
の
手
段
を
作
り
出
し
た
。

ま
た
、
法
を
物
質
的
権
力
の
手
段
へ
と
外
観
を
損
ね
、
善
と
利
益
の
一
致
を
対
立
へ
と
逆
転
さ
せ
、
自
律
と
他
律
と
の
誤
謬
を
も
た
ら
す
ア

ン
チ
テ
ー
ゼ
を
引
き
起
こ
し
た
」（SK

:76
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
戦
慄
す
べ
き
混
乱
、生
、思
想
、言
語
の
一
義
性
の
喪
失
」
が
も
た
ら
さ
れ
、

「
合
意
を
全
く
不
可
能
に
し
、
悪
意
を
有
益
な
も
の
と
し
て
保
護
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
的
立
場
を
反
駁
で
き
な
い
も
の
に
し
た
」（Ebd.

）。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
世
俗
の
人
間
共
同
体
に
固
有
の
、
悪
や
不
正
義
の
蔓
延
る
世
界
を
変
革
す
る
の
が
キ
リ
ス
ト
教
の
神

観
念
で
あ
り
、し
た
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
は
「
偉
大
な
も
の
の
評
価
に
値
す
る
、世
界
史
上
唯
一
の
革
命
」（SK

:74

）
で
あ
っ
た
。「
い

か
な
る
賢
明
で
好
意
的
な
立
法
者
も
、
人
間
を
世
俗
的
合
法
則
性
の
帰
結
か
ら
救
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
神
は
あ
ら
ゆ
る
合

法
則
性
を
自
身
に
基
礎
づ
け
、そ
の
口
か
ら
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
驚
嘆
す
べ
き
大
変
革
を
通
じ
て
、世
界
に
お
け
る
人
間
を
救
う
」（Ebd.

）。

す
な
わ
ち
神
の
救
済
を
通
じ
て
の
み
、
世
界
は
「
人
間
関
係
に
内
在
的
な
む
き
出
し
の
世
俗
的
帰
結
に
し
た
が
っ
て
形
成
さ
れ
る
」
こ
と
な

く
、
正
義
が
実
現
さ
れ
う
る
と
論
じ
る
。
こ
う
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
キ
リ
ス
ト
教
導
入
以
前
の
、
人
間
共
同
体
に
固
有
の
法
則
に
支
配
さ

れ
る
世
界
と
、
神
観
念
を
通
じ
て
人
間
が
救
済
さ
れ
る
世
界
と
を
対
置
す
る
こ
と
で
、「
神
の
国
」
と
「
地
の
国
」
と
い
う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ



カール・シュミットにおける民主主義論の成立過程（１）

北法68（6・97）1421

ヌ
ス
の
世
界
観
に
類
似
す
る
二
元
論
的
世
界
観
を
示
し
、
前
者
に
絶
対
的
善
と
正
義
を
、
後
者
に
原
罪
と
不
正
義
を
対
応
さ
せ
た
。

　

こ
う
し
た
世
界
観
を
前
提
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
可
視
的
教
会
」
の
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。「
共
同
体
の
構
成
員
が
神
か

ら
直
接
尊
厳
を
受
け
取
り
、
そ
れ
ゆ
え
共
同
体
に
よ
っ
て
無
化
さ
れ
え
な
い
な
ら
ば
、
し
か
も
共
同
体
を
通
じ
て
の
み
神
へ
と
帰
り
着
く
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
、可
視
的
教
会
（sichtbare K

irche

）
が
生
じ
る
」（SK

:74f.

）。
す
な
わ
ち
神
観
念
を
人
間
の
世
俗
世
界
に
「
媒
介
」

す
る
も
の
が
「
可
視
的
教
会
」
で
あ
る
と
さ
れ
（
（3
（

る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
可
視
的
な
も
の
の
内
に
お
け
る
不
可
視
的
な
も
の
の
妥
当

は
、不
可
視
的
な
も
の
に
根
源
を
も
ち
、可
視
的
な
も
の
の
内
に
現
象
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（SK

:75

）。「
可
視
的
教
会
」
の
本
質
は
「
媒

介
」
で
あ
り
、「
不
可
視
的
な
も
の
」
で
あ
る
神
概
念
を
人
間
が
属
す
る
世
界
に
「
媒
介
」
す
る
と
い
う
課
題
を
も
つ
。
こ
の
「
媒
介
」
は
「
一

瞬
ご
と
に
新
た
に
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
留
ま
る
」（SK

:76

）。

（
二
）
個
人
主
義
批
判

　
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
に
お
い
て
は
様
々
な
次
元
で
、
規
範
的
当
為
と
自
然
的
存
在
を
対
置
す
る
二
元
論
的
思
考
が
見
出
さ
れ

る
。
国
家
論
に
お
い
て
は
、
法
実
現
に
専
念
す
る
「
理
念
的
国
家
」
と
経
験
的
に
存
在
す
る
諸
国
家
が
対
置
さ
れ
る
一
方
、
個
人
観
に
お
い

て
は
、
国
家
が
法
実
現
を
遂
行
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
献
身
す
る
個
人
と
自
然
的
存
在
と
し
て
の
人
間
が
対
比
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
こ
う
し
た
思
考
を
積
極
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
常
に
一
種
の
理
想
的
な
あ
り
方
を
想
定
し
、
そ
れ
と
の
距

離
を
測
定
す
る
こ
と
で
現
実
に
存
在
す
る
国
家
や
個
人
の
あ
り
方
を
批
判
的
に
検
討
し
た
の
だ
と
言
え
（
（3
（

る
。

　

で
は
当
時
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、ど
の
よ
う
な
個
人
観
な
い
し
は
人
間
観
を
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
が
国
家
の「
途
方
も
な
い
成
果
」

を
評
価
す
る
背
景
を
探
っ
て
み
る
な
ら
ば
、人
間
を
本
来
悪
し
き
も
の
と
す
る
彼
独
自
の
性
悪
説
の
立
場
が
浮
か
び
上
が
る
。す
な
わ
ち
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
、個
人
の「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」「
む
き
出
し
の
本
能
」を
抑
制
し
無
害
化
し
た
と
い
う
点
で
国
家
を
賞
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
個
別
に
、
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あ
る
い
は
大
衆
の
中
の
人
間
を
認
識
的
視
点
で
観
察
し
眺
め
る
者
」
は
、
国
家
が
「
ば
ら
ば
ら
に
散
ら
ば
っ
た
諸
利
益
の
無
秩
序
の
中
に
、

規
則
的
な
経
過
に
お
い
て
固
有
の
安
全
を
も
っ
て
信
頼
し
う
る
一
つ
の
秩
序
を
も
た
ら
し
え
た
と
い
う
こ
と
に
心
を
打
た
れ
る
で
あ
ろ
う
」

（W
S:85

）。「
夥
し
い
放
縦
で
偏
狭
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
や
む
き
出
し
の
本
能
を
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
せ
き
止
め
、
無
害
化
し
、
影
響
力
あ

る
悪
党
を
も
少
な
く
と
も
上
辺
を
偽
る
よ
う
強
い
た
、
と
い
う
途
方
も
な
い
〔
国
家
の
─
─
引
用
者
〕
成
果
」
の
前
に
、「
国
家
に
対
す
る

批
判
は
多
く
の
者
に
と
り
、
不
当
で
い
か
が
わ
し
い
教
義
主
義
で
あ
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」（Ebd.

）。
し
た
が
っ
て
「
非

人
格
的
機
構
と
壊
滅
的
事
実
性
と
を
も
つ
」
国
家
の
前
に
、「
あ
ら
ゆ
る
他
の
審
級
へ
の
訴
え
、
あ
ら
ゆ
る
〔
国
家
に
対
す
る
─
─
引
用
者
〕

批
判
は
無
駄
な
検
討
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
」（Ebd.

）。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
彼
は
、「
国
家
に
対
す
る
い
か
な
る
批
判
も
、
空
虚
な
理

性
的
検
討
で
あ
る
か
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
」（W

S:96

）
と
す
ら
述
べ
て
い
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
性
悪
説
の
立
場
を
そ
の
後
も
変
更
す
る
こ
と
は
な
く
、
の
ち
に
政
治
理
論
と
人
間
本
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
一

般
化
し
、
理
論
的
に
定
式
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
周
知
の
通
り
、『
政
治
神
学
』（
一
九
二
二
年
）
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
あ
ら
ゆ
る

政
治
思
想
は
何
ら
か
の
人
間「
本
性
」に
対
す
る
見
解
を
も
ち
、人
間
の「
性
善
」な
い
し「
性
悪
」を
前
提
と
す
る
」（PT

:50

）。
そ
の
後
、「
政

治
的
な
も
の
の
概
念
」（
第
一
版
、一
九
二
七
年
）に
お
い
て
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
あ
ら
ゆ
る
国
家
論
と
政
治
的
理
念
は
、

そ
の
人
間
学
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
自
覚
的
に
、
あ
る
い
は
無
自
覚
に
、「
本
性
上
悪
い
」
人
間
を
前
提
と
す
る
か
、
あ
る
い
は

「
本
性
上
善
い
」
人
間
を
前
提
と
す
る
か
ど
う
か
に
よ
り
分
類
さ
れ
う
る
」（BP:21f.

）。「
と
り
わ
け
、
権
威
的
な
国
家
論
と
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

の
国
家
論
の
対
立
は
、
こ
の
定
式
に
帰
着
さ
れ
る
」（BP:22

）。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
自
ら
の
政
治
理
論
が
性
悪
説
を
前
提
と
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
真
の
政
治
理
論
は
す
べ
て
、人
間
を
「
悪
い
も
の
」
と
前
提
す
る
。
す
な
わ
ち
消
極
的
に
評
価
す
る
」

（BP:23

）。

　

こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、規
範
的
当
為
と
経
験
的
存
在
と
を
対
比
す
る
二
元
論
的
思
考
に
基
づ
い
た
個
人
観
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
た
。
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第
一
に
彼
は
、「
汝
自
身
で
あ
れ
（Sei du selbst

）」
の
格
言
を
独
創
的
に
解
釈
し
、
そ
れ
は
「
具
体
的
存
在
と
達
成
さ
れ
る
べ
き
要
請
と

の
間
の
相
違
」
を
含
意
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
人
格
の
内
に
「
二
つ
の
異
な
る
主
体
、
異
な
る
領
域
の
中
で
構

成
さ
れ
た
主
体
」、
す
な
わ
ち
「
在
る
べ
き
存
在
者
」
と
「
現
実
に
在
る
存
在
者
」
と
が
存
在
す
る
こ
と
を
こ
の
格
言
は
示
唆
し
て
い
る
の

だ
と
解
釈
す
る
（W

S:87

）。
第
二
に
彼
は
、デ
カ
ル
ト
の
命
題
「
我
思
惟
す
る
ゆ
え
に
我
在
り
（cogito, ergo sum

）」
を
独
自
に
解
釈
し
、

こ
れ
も
ま
た
「
在
る
べ
き
存
在
者
」
と
「
現
実
に
在
る
存
在
者
」
の
差
異
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
（W

S:88

）。
そ
れ
は
「
個
々

の
経
験
的
個
人
か
ら
出
発
し
て
、
あ
る
規
範
的
構
成
物
を
示
唆
す
る
と
い
う
解
釈
を
許
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
解
釈
を

促
す
も
の
で
あ
る
」（Ebd.
）。
そ
し
て
第
三
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
い
て
は
自
律
の
主
体
で
あ
る
「
理
性
的
存
在
者
」
と

現
象
界
に
属
す
る
個
人
と
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
定
言
命
法
が
妥
当
す
る
純
粋
な
理
性
的
存
在
者
と
な
っ
た
人
間
」

と
「
生
物
学
的
種
の
個
体
」
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
る
（W

S:88f.

）。
こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
間
観
に
お
い
て
在
る
べ
き

存
在
者
と
現
実
に
在
る
存
在
者
と
を
区
別
し
、
後
者
に
は
そ
れ
自
体
に
価
値
は
な
い
と
主
張
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
自
然
」
か

ら
は
何
も
の
も
価
値
を
も
た
ず（W
S:98

）、経
験
的
存
在
と
し
て
の
個
人
は
さ
し
あ
た
り
単
な
る
事
実
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い（W

S:98

）。

し
た
が
っ
て
現
実
に
存
在
す
る
個
人
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
そ
れ
自
体
何
ら
価
値
を
も
た
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
則
る
限
り
、「
哲

学
者
は
、
次
の
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
法
哲
学
的
考
察
に
お
い
て
〔
─
─
引
用
者
〕〕
人
間
は
自
然
史
的
カ
テ

ゴ
リ
ー
あ
る
い
は
生
物
学
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。人
間
は
そ
の
誕
生
に
よ
っ
て
尊
厳
を
得
る
わ
け
で
は
な
い
」

（W
S:106

）。「
肉
体
を
も
つ
具
体
的
個
人
は
、
そ
の
考
察
が
即
物
的
物
質
性
を
超
え
な
い
な
ら
ば
、
全
く
偶
然
的
な
単
体
で
あ
る
。
そ
れ
は

ア
ト
ム
の
堆
積
で
あ
り
、そ
の
容
姿
、個
性
、唯
一
性
は
、旋
風
に
よ
っ
て
柱
へ
と
継
ぎ
合
わ
さ
れ
る
塵
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」（W

S:101

）。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
平
等
に
尊
厳
を
も
つ
と
い
う
考
え
方
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
。
こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
、
在
る
べ
き
存
在
者
と
し
て
の
個
人
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
「
個
人
外
的
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価
値
」
に
参
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
価
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
「
初
め
て
法
の
観
点
の
下
で
の
価
値
評
価
が
可
能
に

な
る
も
の
を
、
個
人
か
ら
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
」（W

S:11

）。
こ
の
「
個
人
外
的
価
値
」
と
は
、
法
実
現
を
行
う
国
家
の
道
具
と

し
て
、
そ
の
課
題
の
遂
行
に
貢
献
す
る
こ
と
を
指
す
。
す
な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
り
、
個
人
の
「
意
義
」
は
「
法
を
実
現
す
る
と
い
う
課

題
に
し
た
が
っ
て
の
み
測
定
さ
れ
う
る
」（W

S:87

）
も
の
で
あ
っ
た
。「
各
人
の
尊
厳
は
す
べ
て
、
彼
が
国
家
に
献
身
す
る
と
い
う
こ
と
に

か
か
っ
て
い
る
」。
こ
の
よ
う
な
論
理
か
ら
し
て
、「
そ
の
献
身
が
よ
り
完
全
に
、
よ
り
意
識
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
国
家
に
お
け
る
彼
の

地
位
は
高
く
な
る
。国
家
に
お
い
て
は
、各
人
は
自
己
の
も
の
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
ず
、し
か
し
利
得
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
」（W

S:92

）。「
国

家
に
と
っ
て
、
個
人
は
そ
れ
自
体
〔
法
実
現
と
い
う
─
─
引
用
者
〕
唯
一
本
質
的
な
課
題
の
た
め
の
偶
然
的
な
担
い
手
、
遂
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
特
定
の
機
能
の
担
い
手
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
原
理
的
に
は
、
国
家
は
い
か
な
る
個
人
を
も
か
け
が
え
の
な
い
、
代
替
で
き
な
い

存
在
で
あ
る
と
は
捉
え
な
い
」（Ebd.
）。
さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
絶
対
君
主
も
ま
た
国
家
の
法
実
現
と
い
う
課
題
を
遂
行
す
る
担
い
手
と

し
て
、「
国
家
の
最
初
の
奉
仕
者
」（W

S:94
）
な
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
一
方
で
は
普
遍
的
人
間
の
尊
厳
を
否
定
し
、
他
方
で
国
家
へ
の
貢
献
と
奉
仕
を
基
準
と
し
て
個
人
の
「
意

義
」
を
測
る
と
い
う
徹
底
し
た
反
人
間
主
義
、
反
個
人
主
義
の
立
場
を
採
っ
て
い
（
（3
（

た
。
こ
の
と
き
彼
は
自
ら
の
思
考
が
反
個
人
主
義
に
立
脚

し
て
い
る
こ
と
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
の
反
個
人
主
義
的
思
想
と
そ
の
帰
結
に
対
す
る
批
判
、
特
に
反
個
人
主
義
は
「
時
代

に
適
合
し
な
い
」と
す
る
批
判（W

S:11

）を
予
想
し
て
、こ
の
著
作
序
文
に
お
い
て
予
め
反
論
を
用
意
し
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、

本
書
の
反
個
人
主
義
的
帰
結
を
「
不
合
理
な
先
祖
返
り
」
で
あ
る
、
と
か
「
野
蛮
か
つ
反
文
化
的
な
生
へ
の
敵
対
へ
の
逆
行
」
で
あ
る
と
し

て
批
判
す
る
現
代
人
た
ち
は
、「
我
々
の
時
代
」
の
本
来
の
性
格
に
つ
い
て
誤
っ
た
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
無
批
判
な
前
提
に
立
っ
て
い

る
（Ebd.

）。

　

こ
の
よ
う
に
述
べ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
は
独
特
の
時
代
認
識
が
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
「
我
々
の
時
代
」
は
、
生
活
様
式
や
行
動
様
式
が
画
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一
化
し
た
個
性
の
な
い
時
代
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
形
容
に
よ
れ
ば
、
近
代
と
は
「
機
械
と
組
織
の
時
代
」「
機
械
主
義
の
時
代
」「
自
身

に
は
欠
如
し
て
い
る
も
の
を
も
つ
憧
憬
の
対
象
を
通
し
て
示
さ
れ
る
時
代
」「
精
神
的
生
活
、
文
化
、
学
問
の
領
域
に
ま
で
拡
大
す
る
経
営

（Betrieb
）
の
観
念
の
内
に
そ
の
文
化
が
頂
点
に
達
す
る
時
代
」「
貨
幣
経
済
、
技
術
、
管
理
芸
術
、
絶
対
的
な
間
接
性
、
一
般
的
予
測
可

能
性
の
時
代
」「
法
典
化
と
包
摂
に
対
す
る
要
求
を
も
つ
時
代
」（W

S:12f.

）
な
の
で
あ
る
。「
こ
こ
で
は
権
威
に
敵
対
的
な
精
神
が
支
配
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
よ
い
趣
味
に
対
す
る
完
全
な
従
順
さ
が
支
配
し
て
い
る
」（W

S:13

）。
こ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
、「
今
日
で
は
多

く
の
人
間
は
、
も
は
や
自
己
の
卑
劣
な
言
動
や
粗
悪
な
振
る
舞
い
を
恥
じ
な
い
が
ゆ
え
に
、
彼
ら
は
個
人
（Individualität

）
と
見
做
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
よ
い
趣
味
と
は
形
成
さ
れ
た
豊
か
さ
で
あ
る
が
、
欠
乏
の
所
産
で
も
あ
る
」（Ebd.

）。
こ
う
述
べ
た
上
で
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
、
実
際
に
は
現
代
と
は
個
性
の
な
い
「
精
神
的
貧
困
」
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
現
代
を
「
卑
小
な

時
代
」
で
あ
る
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
反
個
人
主
義
的
特
徴
を
持
つ
「
我
々
の
時
代
」
を
肯
定
し
、「
む
し
ろ
ま
さ
に

今
日
、
時
代
潮
流
の
中
で
新
た
な
偉
大
さ
が
始
ま
り
か
け
て
い
る
」（Ebd.

）
と
述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
我
々
の
時
代
」
に
は
、「
個
人
の

中
に
存
し
、
か
つ
個
人
の
価
値
を
構
成
す
る
統
一
」
で
あ
る
「
精
神
的
紐
帯
」、
す
な
わ
ち
国
家
に
献
身
す
る
個
々
人
の
絆
が
見
出
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
（W

S:14

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
個
人
主
義
批
判
や
個
性
の
否
定
は
、
国
家
の
価
値
に
対
す
る
賛
辞
と
表
裏
一
体
の
関
係
に

あ
る
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
国
家
主
義
的
帰
結
が
導
き
出
さ
れ
、
国
家
に
対
す
る
個
人
の
奉
仕
や
絶
対
的
服
従
が
正
当
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
前
夜
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
抱
い
て
い
た
の
は
こ
う
し
た
国
家
観
お
よ
び
個
人
観
で
あ
っ
た
。

（
三
）
近
代
主
観
主
義
批
判

　

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
初
期
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
見
出
さ
れ
る
反
個
人
主
義
的
見
解
は
神
学
的
世
界
像
の
次
元
で
、
ま
た
法
哲
学
的
次
元
で
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展
開
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
個
人
主
義
批
判
は
、
ド
イ
ツ
人
ロ
マ
ン
主
義
者
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ

レ
ー
ゲ
ル
に
対
す
る
批
判
と
し
て
形
を
変
え
て
再
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
次
大
戦
中
に
執
筆
さ
れ
、一
九
一
九
年
に
公
刊
さ
れ
た『
政

治
的
ロ
マ
ン
主
義
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
と
い
う
現
象
を
近
代
以
降
の
歴
史
過
程
に
位
置
づ
け
て
把
握
し
、
個

人
の
主
観
を
絶
対
化
す
る
政
治
的
傾
向
の
問
題
性
を
指
摘
し
た
。

　

政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
が
成
立
す
る
背
景
と
し
て
、
近
代
西
欧
に
お
け
る
知
的
断
絶
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
彼
に
よ
れ

ば
、
近
代
精
神
の
端
緒
に
お
け
る
「
二
つ
の
偉
大
な
変
化
」
と
は
、
第
一
に
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
で
あ
り
、
第
二
に
デ
カ
ル
ト
哲
学
で

あ
る
。
そ
し
て
後
者
と
共
に
、
従
来
の
存
在
論
的
思
考
の
動
揺
が
始
ま
っ
た
（PR:47f.

）。「
我
思
惟
す
る
ゆ
え
に
我
在
り
（cogito, ergo 

sum

）」
と
い
う
デ
カ
ル
ト
の
思
想
は
、
外
的
世
界
の
実
在
に
目
を
向
け
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
主
観
的
な
内
面
的
過
程
へ
と
、
す
な
わ
ち
思

惟
へ
と
人
間
を
導
く
も
の
で
あ
っ
た
（PR:48

）。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
二
つ
の
変
化
を
各
々
反
対
の
方
向
へ
向
か
う
現
象
、「
逆
行
す
る

運
動
（Gegenbew

egung

）」（PR:47

）
と
し
て
把
握
す
る
。
す
な
わ
ち
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
提
唱
し
た
天
体
説
に
よ
り
、
人
間
の
自
然
科
学

的
思
考
は
地
球
中
心
主
義
的
（geozentrisch
）
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
中
心
点
を
地
上
の
外
に
求
め
た
が
、
他
方
で
哲
学
的
思
考
は
自
我

中
心
的
（egozentrisch

）
と
な
り
、
中
心
を
自
己
の
中
に
求
め
た
。
こ
う
し
て
近
代
以
降
、
個
人
の
主
観
を
中
心
と
す
る
思
考
様
式
が
主

流
と
な
り
、
近
代
哲
学
は
思
考
と
存
在
、
概
念
と
現
実
、
精
神
と
自
然
、
主
観
と
客
観
の
分
裂
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
論
じ
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
転
換
を
経
て
、「
か
つ
て
の
形
而
上
学
に
お
け
る
最
高
次
に
し
て
最
も
確
実
な
実
在
、
す
な
わ
ち
超

越
神
は
除
去
さ
れ
た
」（PR:49

）。
こ
こ
で
新
た
に
、
誰
が
歴
史
的
現
実
に
お
い
て
「
最
高
次
に
し
て
最
も
確
実
な
実
在
」「
究
極
的
な
正
統

化
の
地
点
（Legitim

ationspunkt

）」
と
し
て
か
つ
て
神
が
担
っ
て
い
た
機
能
を
引
き
継
ぐ
の
か
と
い
う
重
大
な
問
題
が
生
じ
る
（Ebd.

）。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
哲
学
的
認
識
論
の
帰
趨
を
俟
つ
こ
と
な
く
「
二
つ
の
新
た
な
現
世
的
実
在
」
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
共
同
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体
な
い
し「
人
民
」概
念
と「
歴
史
」で
あ
り
、こ
の
二
者
は
新
た
な
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
と
し
て
人
間
の
思
考
を
支
配
し
た
の
だ
と
さ
れ
る（Ebd.

）。

　

ロ
マ
ン
主
義
は
近
代
に
お
け
る
こ
う
し
た
転
換
を
前
提
に
成
立
し
た
。
そ
も
そ
も
ロ
マ
ン
主
義
と
い
う
概
念
は
従
来
様
々
に
対
立
す
る
メ

ル
ク
マ
ル
や
定
義
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
ロ
マ
ン
主
義
と
呼
ば
れ

る
複
合
物
の
歴
史
的
─
精
神
的
関
連
の
中
か
ら
、
正
当
に
「
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
の
特
質
を
規
定
す
る
必
要
が
あ

る
（PR:13

）。
そ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ロ
マ
ン
主
義
者
の
精
神
構
造
に
対
し
て
一
貫
し
て
批
判
的
な
検
討
を
行
う
中
で
、
批
判
の
根
本
的
対

象
と
し
た
も
の
が
そ
の
過
度
の
主
観
主
義
で
あ
っ
た
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ロ
マ
ン
主
義
者
の
精
神
構
造
と
そ
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
フ
ィ
ヒ
テ
の
個
人
主
義
の
影
響
の
下
で
、
ロ
マ

ン
主
義
者
は
自
ら
が
世
界
創
造
者
（W

eltschöpfer

）
の
役
割
を
演
じ
、
自
己
自
身
か
ら
実
在
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に
強
力
で

あ
る
と
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
彼
ら
は
、
二
つ
の
新
た
な
実
在
、
す
な
わ
ち
共
同
体
と
歴
史
─
─
彼
ら
は
そ
の
二
つ
の
力
に
即
座
に

屈
服
し
た
の
だ
が
─
─
の
使
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
」（PR:57

）。
つ
ま
り
ロ
マ
ン
主
義
者
は
、
自
己
の
主
観
が
か
つ
て
の
超
越
神
に
代

替
し
う
る
、
す
な
わ
ち
「
最
高
次
に
し
て
最
も
確
実
な
実
在
」「
究
極
的
な
正
統
化
の
地
点
」
と
し
て
機
能
し
う
る
の
だ
と
考
え
た
。
し
か

も
同
時
に
、新
た
に
影
響
力
を
も
っ
て
登
場
し
た「
共
同
体
」と「
歴
史
」と
い
う
実
在
と
自
己
を
同
一
化
す
る
こ
と
を
も
欲
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

そ
も
そ
も
ロ
マ
ン
主
義
と
は
、
先
行
す
る
世
代
で
あ
る
古
典
主
義
に
対
抗
す
る
青
年
運
動
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
批
評
と

性
格
描
写
以
外
の
点
で
先
行
世
代
に
勝
る
も
の
を
実
際
に
も
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ロ
マ
ン
主
義
者
は
、
現
実
性
よ
り
も
可
能
性
を
よ
り
高

次
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
で
、
困
難
な
状
況
を
内
面
的
に
克
服
し
よ
う
と
し
た
。「
世
界
を
創
造
す
る
自
我
の
役
割
を
日
常

の
現
実
の
中
で
演
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
は
「
永
遠
の
生
成
と
い
う
状
態
、
決
し
て
完
結
す
る
こ
と
の
な
い
可
能
性

と
い
う
状
態
を
、
具
体
的
現
実
の
制
約
性
よ
り
も
好
ん
だ
」（PR:60

）。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
分
析
に
よ
れ
ば
「
可
能
性
と
現
実
性
と
の
ロ
マ
ン

主
義
的
な
葛
藤
」
か
ら
、
ロ
マ
ン
主
義
に
と
っ
て
の
二
つ
の
新
た
な
実
在
、
す
な
わ
ち
共
同
体
と
歴
史
と
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
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り
ロ
マ
ン
主
義
的
主
観
は
、
中
世
の
神
秘
主
義
者
が
神
の
中
に
見
出
し
た
も
の
を
自
ら
継
承
し
、
こ
の
「
可
能
性
と
現
実
性
と
の
葛
藤
」
を

解
消
し
統
一
を
果
た
す
と
い
う
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
、
共
同
体
と
歴
史
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（PR:61

）。
す
な
わ
ち
こ
こ

で
共
同
体
と
歴
史
は
、「
尽
き
る
こ
と
の
な
い
可
能
性
の
源
泉
」
と
し
て
ロ
マ
ン
主
義
的
主
観
に
仕
え
る
も
の
と
な
る
（PR:62

）。

　

こ
う
し
て
ロ
マ
ン
主
義
者
に
と
っ
て
は
、共
同
体
な
い
し
は
人
民
も
、そ
し
て
歴
史
も
ま
た
、単
な
る「
機
会
原
因（occasio

）」と
な
る
。「
ロ

マ
ン
主
義
に
お
い
て
は
独
創
的
な
主
観
が
神
の
地
位
に
つ
き
、
外
的
世
界
を
自
己
の
活
動
と
生
産
性
の
た
め
の
機
会
原
因
と
見
做
す
。
最
も

大
き
な
外
的
出
来
事
、
革
命
や
世
界
戦
争
も
ま
た
そ
の
主
観
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
出
来
事
が
偉
大
な
経
験
あ
る
い
は

独
創
的
な
着
想
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
き
に
、
初
め
て
出
来
事
は
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
」（PR:89

）。

　

し
か
し
原
理
的
に
は
、
ロ
マ
ン
主
義
者
の
特
徴
で
あ
る
主
観
主
義
と
、
共
同
体
や
歴
史
を
中
心
と
し
た
思
考
と
は
両
立
し
な
い
。「
神
と

し
て
の
独
創
的
な
主
観
は
、
そ
の
神
的
な
自
律
性
を
実
際
に
真
剣
に
貫
い
た
な
ら
ば
、
い
か
な
る
共
同
体
を
も
も
は
や
許
容
で
き
な
い
。
主

観
を
共
同
体
と
歴
史
へ
と
包
摂
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
を
創
造
す
る
自
我
の
退
位
を
意
味
し
た
」（PR:57

）。
最
終
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
中
に
自
ら
の
求
め
る
実
在
を
見
出
し
た
ロ
マ
ン
主
義
者
た
ち
は
、教
会
に
対
し
て
も
独
創
的
な
主
観
を
弄
ぼ
う
と
し
た
が
、カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
よ
り
内
面
的
に
圧
倒
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
主
観
主
義
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
決

定
的
な
放
棄
と
と
も
に
、
ロ
マ
ン
主
義
的
状
況
は
終
わ
っ
た
」（PR:58

）。
し
た
が
っ
て
結
局
、
ロ
マ
ン
主
義
者
は
ど
こ
に
も
実
在
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。「
主
観
主
義
的
留
保
の
帰
結
は
、
ロ
マ
ン
主
義
者
は
彼
が
求
め
る
実
在
を
自
己
自
身
の
内
に
も
、
共
同
体
の
中
に
も
、

世
界
史
的
発
展
の
中
に
も
、
彼
が
ロ
マ
ン
主
義
者
で
あ
る
限
り
は
昔
の
形
而
上
学
の
神
の
中
に
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
」（PR:68

）。
こ
う
し
て
「
実
在
へ
の
意
志
は
外
観
へ
の
意
志
に
終
わ
る
」（PR:74

）。

　

こ
う
し
た
精
神
構
造
に
基
づ
く
ロ
マ
ン
主
義
者
の
政
治
的
態
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
美
的
生
産

性
を
志
向
す
る
機
会
原
因
論
的
同
意
」（PR:112

）
あ
る
い
は
「
ロ
マ
ン
主
義
的
唯
美
主
義
」（PR:113

）
に
お
い
て
は
、
全
て
の
も
の
が
美
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的
形
態
化
の
た
め
の
素
材
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
ロ
マ
ン
主
義
者
に
と
っ
て
は
美
的
対
比
、す
な
わ
ち
美
醜
以
外
の
対
立
は
存
在
し
な
い
た
め
、

論
理
的
区
別
も
道
徳
的
価
値
判
断
も
政
治
的
決
断
も
、ロ
マ
ン
主
義
者
に
は
不
可
能
で
あ
る
。「
政
治
的
活
力
の
最
も
重
要
な
源
泉
で
あ
る
、

正
し
さ
へ
の
信
仰
と
不
正
に
対
す
る
憤
激
は
彼
〔
ロ
マ
ン
主
義
者
─
─
引
用
者
〕
に
と
り
存
在
し
な
か
っ
た
」（PR:153

）。
こ
う
し
た
精
神

的
態
度
ゆ
え
に
、
ロ
マ
ン
主
義
者
は
現
実
に
い
か
な
る
任
意
の
政
治
的
立
場
や
勢
力
と
も
結
び
つ
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。「
ロ
マ
ン
主

義
的
な
宇
宙
は
あ
ら
ゆ
る
任
意
の
点
の
周
り
を
廻
り
う
る
。
共
和
国
大
統
領
で
あ
れ
、
絶
対
主
義
的
君
主
で
あ
れ
、
教
皇
で
あ
れ
、
ス
ル
タ

ン
で
あ
れ
、
成
功
し
た
銀
行
家
で
あ
れ
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
で
あ
れ
」（PR:142

）。
す
な
わ
ち
ロ
マ
ン
主
義
者
は
そ
の
受
動
性
ゆ
え
に
、「
半
ば

叙
情
的
に
、
半
ば
主
知
主
義
的
に
他
者
の
能
動
性
に
追
随
す
る
」（PR:161

）。
こ
の
よ
う
な
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
か
ら
し
て
、
ロ
マ
ン
主
義
者

は
常
に「
よ
り
高
次
の
も
の
」、よ
り
権
威
あ
る
も
の
に
安
易
に
迎
合
し
、政
治
的
に
は「
政
府
至
上
主
義（Governm

entalism
us

）」（PR:162

）

に
帰
結
す
る
。
こ
れ
と
同
時
に
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
者
は
、
自
己
自
身
で
決
断
や
責
任
を
引
き
受
け
て
危
険
を
冒
す
こ
と
を
終
始
一
貫
し
て

回
避
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
無
責
任
な
主
観
主
義
」（PR:153
）
あ
る
い
は
「
政
治
的
受
動
性
」（PR:148

）
を
特
徴
と
す
る
ロ
マ
ン
主
義
者
は
、
批
評

を
行
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
厳
密
な
意
味
で
は
い
か
な
る
政
治
的
行
動
を
も
決
断
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
必
然
的
に
、「
政
治
的
行
動
が
始

ま
る
と
き
、
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
は
終
わ
る
」（PR:162
）
の
だ
。
こ
う
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
過
剰
な
個
人
の
自
我
中
心
主
義
に
陥
っ
た

精
神
的
態
度
に
基
づ
く
政
治
的
判
断
や
現
実
的
行
動
が
い
か
に
無
責
任
で
問
題
を
孕
む
も
の
で
あ
る
か
を
、
ロ
マ
ン
主
義
者
に
対
す
る
分
析

を
通
じ
て
例
証
し
た
。
こ
の
よ
う
に
主
観
主
義
的
精
神
構
造
を
根
本
的
問
題
と
見
做
す
『
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
』
の
批
判
は
、
そ
れ
以
前
に

シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
神
学
的
─
法
哲
学
的
次
元
で
表
明
し
て
い
た
反
個
人
主
義
的
立
場
か
ら
の
一
貫
し
た
帰
結
で
あ
っ
た
。

第
三
節　

法
学
方
法
論
を
め
ぐ
る
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ケ
ル
ゼ
ン
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本
節
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え
た
法
学
方
法
論
で
あ
る
神
学
─
法
学
並
行
論
と
擬
制
（juristische Fiktion

）

に
つ
い
て
、
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
を
考
察
す
る
。
こ
の
二
つ
の
方
法
論
は
、
同
時
代
の
ヴ
ィ
ー
ン
出
身
の
法
学
者

ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
っ
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
方
法
論
に
関
す
る
両
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
対
比
す
る

こ
と
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
独
自
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
両
者
の
民
主
主
義
観
の
相
違
を
も
た
ら
す
分
岐

点
と
な
る
思
想
的
背
景
を
確
認
す
る
。

（
一
）
初
期
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
神
学
─
法
学
並
行
論

　
『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
提
唱
す
る
「
政
治
神
学
的
方
法
」
と
は
─
─
の
ち
に
第
三
章
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
─
─
神
学

上
の
諸
概
念
と
国
法
学
上
の
諸
概
念
と
の
類
比
関
係
、
ま
た
神
学
・
形
而
上
学
的
世
界
像
と
国
家
・
政
治
形
式
と
の
類
比
関
係
を
仮
定
し
、

そ
の
間
の
構
造
的
同
一
性
を
認
識
す
る
と
い
う
方
法
論
を
意
味
す
る
。
和
仁
は
、
政
治
神
学
的
方
法
が
す
で
に
『
法
律
と
判
決
』
に
見
出
さ

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
（
（3
（

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
独
自
の
方
法
論
は
ド
ノ
ソ
・
コ
ル
テ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
反
革
命
国
家
哲
学

者
か
ら
の
歴
史
観
の
受
容
を
主
た
る
契
機
と
し
て
確
立
す
る
以
前
か
ら
、
神
学
と
法
学
と
の
特
殊
な
関
係
に
つ
い
て
の
独
自
の
認
識
に
支
え

ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の
指
摘
に
従
っ
て
以
下
で
は
、『
法
律
と
判
決
』
に
そ
の
よ
う
な
思
考
の
萌
芽
が
ど
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
る
の

か
を
検
討
す
る
。

　

裁
判
官
に
よ
る
判
決
の
正
し
さ
の
基
準
を
主
題
と
す
る
『
法
律
と
判
決
』
本
論
と
は
別
に
、
そ
の
末
尾
に
「
補
遺
Ⅲ
」
と
し
て
付
さ
れ
た

論
稿
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、古
く
か
ら
法
学
に
と
っ
て
神
学
の
方
法
論
が
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

従
来
の
法
学
研
究
は
「
法
学
を
「
学
」
へ
と
構
成
す
る
た
め
の
（
例
え
ば
、
厳
密
な
自
然
科
学
の
方
法
論
の
よ
う
な
）
特
定
の
方
法
論
」
を

求
め
て
努
力
し
、
そ
の
た
め
に
法
学
を
他
の
諸
学
問
と
比
較
し
、
並
行
的
な
推
論
形
式
を
模
索
し
て
き
た
（GU

:123

）。
そ
も
そ
も
法
学
史
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上
長
ら
く
、
法
学
は
他
の
学
問
諸
分
野
と
比
較
さ
れ
て
き
た
。
近
年
の
例
と
し
て
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
に
よ

る
法
学
と
自
然
科
学
、
特
に
化
学
と
の
比
較
で
あ
る
。
し
か
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
法
学
は
自
然
科
学
の
一
分
野
に
な
る
や
否
や
も
は

や
法
学
で
は
な
く
な
り
、
社
会
学
や
心
理
学
、
国
民
経
済
学
と
な
っ
て
し
ま
う
（GU

:124

）。
す
な
わ
ち
法
学
に
は
、「
厳
密
な
自
然
科
学
」

と
い
う
理
想
に
基
づ
く
方
法
論
は
適
さ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
厳
密
な
自
然
科
学
」
と
い
う
理
想
に
基
づ
く
方
法
論
以
外
の
も
の
を
発
見

で
き
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
、法
学
は
純
粋
な「
事
実
学（T

atsachenw
issenschaft

）」と
な
る
べ
き
だ
と
す
る
要
求
が
生
ま
れ
た（Ebd.

）。

だ
が
こ
う
し
た
法
学
理
解
と
闘
う
べ
く
登
場
し
た
の
が
、
近
年
の
自
由
法
運
動
で
あ
っ
た
（GU

:125

）。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ

ツ
が
『
法
学
の
た
め
の
闘
争
』
に
お
い
て
自
由
法
運
動
と
自
由
宗
教
運
動
と
の
間
に
並
行
性
を
見
出
そ
う
と
し
た
試
み
が
特
に
影
響
力
を
有

し
、
そ
れ
が
法
学
方
法
論
へ
の
考
察
を
促
し
た
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、「
伝
統
的
な
法
学
の
解
釈
学
（H

erm
eneutik

）
と
神
学
的
解
釈

学
（Interpretationslehre

）
と
の
間
に
は
、
歴
史
的
に
も
証
明
で
き
る
方
法
上
の
関
係
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
」（GU

:126

）。「
神
学

的
解
釈
に
関
し
て
は
、
法
学
者
に
と
っ
て
は
昔
か
ら
、
神
学
的
解
釈
の
方
法
を
自
ら
の
方
法
と
比
較
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
じ
み
深
い
も
の

で
あ
っ
た
」。
そ
の
例
と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ヨ
ル
ダ
ン
の
論
文
（
一
八
二
五
年
）
か
ら
次
の
一
節
を
引
用
す
る
─
─
「
裁
判
官
の
活
動
は
、

生
の
諸
関
係
に
つ
い
て
創
造
者
の
精
神
に
従
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
養
成
し
、
か
の
精
神
に
お
い
て
効
果
を
及
ぼ
し
続
け
る
神
学
者
の
活
動

と
似
て
い
る
。
そ
れ
は
常
に
、
現
実
の
事
例
に
対
す
る
字
面
の
適
用
で
は
な
く
、
法
律
の
精
神
の
適
用
に
他
な
ら
な
い
」（Ebd.

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
の
ち
の
政
治
神
学
的
方
法
に
関
わ
る
神
学
─
法
学
並
行
論
は
『
法
律
と
判
決
』
で
は
そ
の
思
想
の
片
鱗
が
断
片
的
に
示
さ

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。こ
う
し
た
萌
芽
的
思
考
に
、ド
ノ
ソ
・
コ
ル
テ
ス
ら
の
歴
史
観
の
受
容
と
い
う
契
機
が
加
わ
る
こ
と
で
、『
政
治
神
学
』

で
は
体
系
的
に
政
治
神
学
的
方
法
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
初
期
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
神
学
─
法
学
並
行
論
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Ｖ
．
ノ
イ
マ
ン
は
近
年
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
一
九
一
一
年
以
来
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
政
治
神
学
』
に
先
行
し
て
神
学
─
法
学
並
行
論
に
言
及
し
て

い
た
こ
と
に
着
目
し
、
初
期
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
そ
の
議
論
の
全
体
像
を
帝
政
期
ド
イ
ツ
国
法
学
の
文
脈
に
位
置
付
け
て
解
明
し
（
（3
（

た
。
ノ
イ

マ
ン
に
よ
れ
ば
、帝
政
期
ド
イ
ツ
国
法
学
に
お
い
て
国
家
と
法
と
は
非
同
一
で
あ
り
、国
家
は
法
に
先
行
す
る
と
い
う
認
識
が
支
配
的
で
あ
っ

た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
法
に
よ
り
国
家
を
拘
束
し
よ
う
と
す
る
法
治
国
家
論
の
構
築
が
目
指
さ
れ
、
ゲ
オ
ル
ク
・
イ
ェ
リ
ネ
ク
が
国
家
の

自
己
拘
束
理
論
を
提
示
し
（
（3
（

た
。
ケ
ル
ゼ
ン
も
ま
た
国
家
が
法
に
よ
り
拘
束
さ
れ
る
と
す
る
説
を
支
持
し
た
が
、
彼
は
イ
ェ
リ
ネ
ク
に
よ
る
こ

の
理
論
の
基
礎
付
け
の
仕
方
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
、『
国
家
学
の
根
本
問
題
』（
一
九
一
一
年
）
に
お
い
て
そ
の
理
論
的
根
拠
を
批
判
し

た
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
道
徳
的
義
務
の
主
体
は
常
に
個
人
で
し
か
あ
り
え
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
の
自
己
拘
束
理
論
は
「
人

格
」
と
い
う
共
通
の
類
概
念
の
下
に
、
自
然
的
人
格
の
み
な
ら
ず
法
的
人
格
を
も
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
人
間
の
自
律
は
倫
理
的
義
務
を

基
礎
付
け
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
法
的
義
務
を
基
礎
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
法
的
義
務
は
本
質
的
に
強
制
で
あ
り
、
自
ら

に
強
制
へ
の
義
務
を
課
す
と
い
う
自
己
拘
束
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
イ
ェ
リ
ネ
ク
の
い
う
国
家
の
法
的
義
務
は
「
偽

装
さ
れ
た
道
徳
的
義
務
に
過
ぎ
な
（
（3
（

い
」。

　

そ
こ
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
と
は
異
な
る
方
法
で
国
家
の
自
己
拘
束
理
論
を
基
礎
付
け
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
ケ
ル
ゼ
ン
が

認
識
論
上
の
手
段
と
し
て
利
用
し
た
の
が
「
神
学
と
国
法
学
は
並
行
性
を
も
つ
」
と
す
る
方
法
的
見
地
で
あ
っ
た
。「
国
家
不
法
に
つ
い
て
」

（
一
九
一
三
年
）
に
お
い
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、国
家
の
自
己
拘
束
理
論
を
「
神
の
人
間
化
の
教
義
」
す
な
わ
ち
弁
神
論
と
の
類
比
（A

nalogie

）

に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
基
礎
付
け
て
い
る
─
─
「
全
能
の
超
越
神
は
二
つ
の
人
格
へ
、
す
な
わ
ち
神
─
父
と
神
─
子
へ
と
分
裂
し
、
前
者
は

後
者
の
内
で
自
ら
立
て
た
世
界
秩
序
に
服
従
し
、
全
能
性
を
放
棄
す
る
。
国
家
も
同
様
に
自
己
拘
束
理
論
に
従
い
、
国
家
自
身
が
つ
く
り
出

し
た
法
に
屈
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
に
お
け
る
神
の
全
能
性
に
対
応
す
る
も
の
が
、法
の
領
域
に
お
け
る
国
家
の
全
能
性
で
あ
る
。

世
界
は
神
が
創
造
し
た
自
然
法
則
に
服
従
し
て
い
る
が
、
神
が
自
ら
作
り
出
し
た
自
然
法
則
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
神
は
全
能
で
は
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あ
り
え
な
い
。
神
が
自
然
法
則
か
ら
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
帰
責
の
概
念
に
お
い
て
表
れ
る
。
神
は
例
外
的
に
自
然
法
則
を
破
り
う
る

限
り
、
神
の
全
能
性
と
い
う
神
学
が
維
持
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
国
家
理
論
も
ま
た
、
一
般
的
に
国
家
は
法
命
題
に
よ
り
拘
束
さ
れ
る

べ
き
で
は
あ
る
が
、「
例
外
事
例
」
に
お
い
て
は
法
な
し
に
、
あ
る
い
は
法
に
抗
し
て
で
も
公
共
の
福
祉
を
維
持
す
る
能
力
を
も
つ
こ
と
を

主
張
す
（
（3
（

る
」。

　

ノ
イ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、ケ
ル
ゼ
ン
に
と
っ
て
神
学
の
概
念
技
術
と
法
学
の
そ
れ
と
の
間
に
は
「
広
範
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
が
存
在
し
て
お
り
、

ま
た
神
概
念
と
国
家
概
念
と
の
論
理
的
構
造
は
「
並
外
れ
た
親
縁
性
」
の
点
で
際
立
っ
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
「
平

凡
な
意
味
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
と
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
と
を
非
合
理
的
現
象
で
あ
る
と
し
て
告
発
し
た
の
で
は
な
く
、
並
行
性
の
証
明
に

よ
っ
て
、
支
配
的
国
法
学
は
す
で
に
学
問
的
に
信
用
を
失
っ
て
お
り
、
批
判
は
す
で
に
尽
く
さ
れ
た
と
告
発
し
た
の
（
（3
（

だ
」。

　

た
だ
し
「
神
学
と
国
法
学
を
並
行
関
係
に
お
い
て
捉
え
る
（parallelisieren

）」
と
い
う
こ
の
方
法
論
に
対
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
態
度
は
両

義
的
で
あ
る
。
一
方
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
国
法
学
上
の
実
質
的
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
認
識
上
の
利
益
が
得

ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
実
際
に
、
そ
の
後
も
ケ
ル
ゼ
ン
は
『
一
般
国
家
学
』（
一
九
二
五
年
）
に
お
い
て
神
学
と
の
構
造
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー

と
い
う
方
法
を
認
識
手
段
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
の
他
方
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
の
方
法
論
が
も
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
作
用
に
対
し
て
批
判
的

視
点
を
も
ち
続
け
て
も
い
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
神
学
は
「
神
の
人
間
化
と
い
う
神
秘
」
と
い
う
「
究
極
的
概
念
の
メ
タ
論
理
学
的
、

超
合
理
的
性
質
」
に
基
づ
き
う
る
が
、「
国
家
学
・
法
学
は
同
様
の
神
秘
を
主
張
す
る
と
し
て
も
合
理
性
の
領
域
に
留
ま
っ
て
い
る
と
装
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
（
（3
（

い
」。
し
た
が
っ
て
必
然
的
に
、
こ
の
方
法
論
は
恣
意
性
を
孕
ん
で
い
る
。
こ
の
恣
意
性
は
し
か
し
、
そ
も
そ
も
支
配
的

国
法
学
に
お
い
て
顕
著
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
に
よ
れ
ば
、国
家
を
「
法
以
前
の
権
力
現
象
」
と
し
て
捉
え
な
が
ら
、

そ
の
国
家
を
他
方
で
法
治
国
家
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
支
配
的
国
法
学
は
「
論
理
の
暴
力
的
強
制
」
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
体
系

の
統
一
性
と
純
粋
性
を
創
出
す
る
」
た
め
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
「
国
家
を
法
と
同
一
化
す
る
こ
と
、
国
家
を
法
秩
序
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
」
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が
真
の
純
粋
法
学
の
前
提
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
真
の
科
学
性
へ
の
道
」
で
あ
る
と
結
論
す
る
に
至
っ
（
（4
（

た
。

　

以
上
の
議
論
か
ら
ノ
イ
マ
ン
は
、「
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
各
々
独
自
の
方
法
で
、
ほ
ぼ
同
時
に
、
互
い
に
独

立
し
て
「
神
学
と
国
家
（
国
法
）
論
」
と
い
う
主
題
を
発
見
し
、
議
論
を
展
開
し
（
（4
（

た
」
と
結
論
づ
け
る
一
方
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト

に
先
行
し
て
最
初
に
こ
う
し
た
主
題
を
取
り
扱
っ
た
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
ノ
イ
マ
ン
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
ケ
ル
ゼ
ン
へ
の
挑
戦
と
し

て
『
政
治
神
学
』
を
捉
え
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ケ
ル
ゼ
ン
よ
り
も
の
ち
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
り
触
発
さ
れ
る
こ
と
で
こ
の
主
題
を
扱
う
に
至
っ

た
と
解
釈
し
て
い
る
。「
一
九
二
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
政
治
神
学
─
─
主
権
論
四
章
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
す
で
に
、
ケ
ル
ゼ
ン

の
挑
戦
に
対
す
る
回
答
と
し
て
こ
の
著
書
が
構
想
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
」。
さ
ら
に
、「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
国
法

と
神
学
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
肯
定
的
な
も
の
へ
と
転
換
し
」、
ケ
ル
ゼ
ン
が
保
持
し
て
い
た
こ
の
方
法
に
対
す
る
批
判

的
視
点
を
取
り
払
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
う
し
て
ノ
イ
マ
ン
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ケ
ル
ゼ
ン
に
対
抗
し
て
「
神
学
的
に
着
想
を
与
え
ら
れ
た

思
考
に
よ
っ
て
の
み
、
国
法
学
上
の
主
要
な
概
念
、
例
え
ば
主
権
や
国
家
、
法
と
い
う
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
し
た
の

だ
と
捉
え
（
（4
（

る
。
そ
の
結
果
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
「
国
法
と
神
学
と
の
並
行
化
は
強
烈
な
印
象
と
と
も
に
始
ま
り
、高
み
を
目
指
し
た
が
、

「
主
権
者
は
権
力
政
治
的
に
自
ら
の
意
志
を
押
し
通
す
者
で
あ
る
」
と
い
う
む
し
ろ
素
朴
な
認
識
へ
と
着
地
し
た
」
の
だ
と
さ
れ
（
（4
（

る
。

　

だ
が
こ
う
し
た
ノ
イ
マ
ン
の
解
釈
は
、
こ
の
主
題
を
め
ぐ
る
一
九
一
〇
年
代
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ケ
ル
ゼ
ン
の
関
係
を
究
明
す
る
試
み
と
し

て
は
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
先
に
見
た
通
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
ま
た
一
九
一
二
年
の
学
位
請
求
論
文
『
法
律
と
判
決
』
以
来
、
独

自
に
神
学
─
法
学
並
行
論
に
言
及
し
て
お
り
、
ケ
ル
ゼ
ン
よ
り
も
の
ち
に
こ
の
問
題
を
主
題
化
し
た
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ノ
イ
マ

ン
が
こ
の
こ
と
を
把
握
し
え
な
か
っ
た
の
は
、
彼
が
専
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
政
治
神
学
』
に
の
み
考
察
を
限
定
し
、
そ
こ
で
の
主
題
が
『
政

治
神
学
』
以
前
の
著
作
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
何
ら
顧
慮
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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（
三
）
擬
制
論
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
評
価

　

そ
こ
で
、
な
ぜ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ケ
ル
ゼ
ン
が
一
九
一
〇
年
代
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
様
の
主
題
を
取
り
扱
う
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
に

あ
る
両
者
の
関
心
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。
以
下
で
は
、
一
九
一
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
ハ
ン
ス
・
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
著
書
『〈
か
の

よ
う
に
〉
の
哲
学
』
と
そ
こ
で
示
さ
れ
た
擬
制
（juristische Fiktion

）
論
に
対
す
る
両
者
の
評
価
を
明
ら
か
に
し
、
比
較
す
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
九
一
三
年
六
月
一
五
日
の
『
ド
イ
ツ
法
律
家
新
聞
』
に
、フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
同
著
作
に
対
す
る
書
評
を
寄
稿
し
、フ
ァ

イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
議
論
に
対
し
て
非
常
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。「
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
著
書
が
法
制
史
に
と
っ
て
、
ま
た
教
義
学
や
方

法
論
に
と
っ
て
多
く
の
示
唆
に
富
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
法
学
と
法
実
務
を
め
ぐ
る
論
議
全
体
に
と
っ
て
新
た
な
転
換
を
与
え

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
諸
々
の
暗
示
〔
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
こ
の
書
評
で
の
指
摘
─
─
引
用
者
〕
で
十
分

で
あ
る
だ
ろ
う
」（JF:805

）。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
擬
制
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
近
代
法
学
の
特
徴
は
「
補
助
科
学
、
と
り
わ
け
国
民

経
済
学
や
社
会
学
、
心
理
学
」
と
い
っ
た
他
の
諸
学
問
が
法
学
の
領
域
に
対
し
て
有
す
る
意
義
を
よ
り
一
層
認
知
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
法
学
に
は
も
は
や
固
有
の
領
域
が
存
在
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
だ
と
い
う
（JF:804

）。
拡
張
解
釈
や
縮
小
解
釈
、
お
よ
び
類

推
解
釈
や
反
対
解
釈
と
い
っ
た
法
学
に
お
け
る
従
来
の
解
釈
学
上
の
諸
手
段
は
、
近
年
し
ば
し
ば
批
判
の
対
象
と
な
り
、
説
得
力
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
（Ebd.

）。
こ
う
し
た
「
法
学
の
た
め
の
闘
争
」
の
中
で
、「
法
学
に
お
い
て
技
術
上
完
璧
に
発
達
さ
せ
ら
れ
て
き
た
人
間
の
思
考

上
の
技
巧
（K

unstgriff

）」、
す
な
わ
ち
擬
制
は
誤
解
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。「
そ
れ
ゆ
え
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
時
期
に
、
あ
る
哲
学
者

の
著
作
が
出
版
さ
れ
た
。こ
の
著
作
は
単
に
論
理
と
認
識
理
論
に
と
っ
て
の
擬
制
の
意
義
を
論
じ
た
の
み
な
ら
ず
、実
践
科
学
の
方
法
に
と
っ

て
の
擬
制
の
意
義
を
も
驚
く
ほ
ど
多
面
的
に
取
り
扱
い
、
い
く
つ
か
の
章
に
お
い
て
は
法
学
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の

著
作
は
単
に
原
理
的
な
意
義
〔
中
略
〕
の
み
な
ら
ず
、
我
々
〔
法
学
者
─
─
引
用
者
〕
に
と
っ
て
直
接
的
な
意
義
を
も
つ
」（Ebd.

）。
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こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
近
代
の
法
学
者
が
擬
制
に
与
え
る
評
価
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。「
擬
制
と
い
う
語
は
ほ
と
ん
ど
嘘
を

包
含
す
る
発
明（lügenhafte Erfindung

）と
同
等
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
に
見
え
る
。こ
れ
は
大
抵
非
難
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。〔
中

略
〕
い
ず
れ
に
せ
よ
擬
制
は
、
法
学
的
構
成
の
根
底
に
は
単
な
る
思
考
さ
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
れ
自
体
に
お
い
て
す

で
に
論
駁
さ
れ
う
る
も
の
が
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
議
論
が
見
誤
っ
て
い

る
の
は
、「
思
考
さ
れ
た
も
の
の
現
実
性
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
学
問
と
法
実
務
に
と
っ
て
擬
制
が
有
す
る
実
際
上
の
利
用
可
能
性
が
重

要
で
あ
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
（JF:805

）。「
擬
制
と
は
、
技
巧
で
あ
り
、
誤
っ
た
仮
定
を
通
じ
て
正
し
い
目
的
へ
と
至
る
た
め
に
、
人
類

が
あ
ら
ゆ
る
学
問
に
お
い
て
幾
千
回
も
歩
ん
で
き
た
道
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
数
学
と
自
然
科
学
に
お
い
て
、
そ
の
価
値
と
正
当
性

を
長
ら
く
示
し
て
き
た
方
法
で
あ
る
。〔
中
略
〕法
生
活
に
お
け
る
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
進
歩
は
、擬
制
の
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」

（Ebd.

）。「
擬
制
と
は
、
自
覚
的
に
恣
意
的
な
、
あ
る
い
は
誤
っ
た
仮
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
認
識
を
促
進
し
、
価
値
あ
る
成
果

を
も
た
ら
し
う
る
も
の
で
あ
る
」。

　

た
だ
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
当
時
、
擬
制
と
い
う
手
段
の
使
用
を
手
放
し
に
推
奨
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
適
用
の
限
界
に
つ
い
て
も
考
察

し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
英
国
の
法
学
界
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
擬
制
の
過
剰
適
用
は
、
こ
の
方
法
が
学
問
的
に
誤
っ
て
い
る
こ
と

や
、
こ
れ
が
非
難
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
擬
制
を
適
用
す
る
際
に
は
「
正
し
い
限
度
が
守
ら
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」。「
擬
制
の
正
当
性
の
根
拠
と
限
界
は
、
現
実
と
の
〔
距
離
の
─
─
引
用
者
〕
近
さ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が

認
識
に
と
っ
て
有
す
る
有
益
性
の
点
に
あ
る
」（Ebd.

）。
こ
の
教
訓
こ
そ
が
「
法
学
者
に
と
り
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
著
作
の
中
で
最
も
重

要
な
こ
と
で
あ
る
」（Ebd.

）
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
際
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、人
間
は
単
に
思
考
さ
れ
た
も
の
を
現
実
に
存
在
す
る
実
在
と
し
て
扱
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

擬
制
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
現
実
を
考
量
す
る
た
め
に
、
あ
る
恣
意
的
な
、
あ
る
い
は
誤
っ
た
仮
定
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
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あ
る
か
ら
こ
そ
、
擬
制
と
い
う
手
段
の
恣
意
性
に
対
し
て
常
に
自
覚
的
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
状
態
は
「
魂

の
内
に
不
愉
快
な
緊
張
状
態
」
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
一
般
に
人
間
は
無
意
識
裡
に
こ
の
緊
張
状
態
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ

ち
人
間
に
は
思
考
さ
れ
た
も
の
と
現
実
を
同
一
視
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
次
の
一
節
を
引
用
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

は
擬
制
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
リ
ス
ク
を
指
摘
す
る
。「
こ
う
し
て
明
ら
か
に
、
擬
制
は
ド
グ
マ
と
な
る
。
つ
ま
り
、〈
か
の
よ
う
に
（als 

ob

）〉
が
〈
何
故
な
ら
ば
〉（W

eil

）
と
な
る
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
す
で
に
『
法
律
と
判
決
』（
一
九
一
二
年
）
に
お
い
て
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
著
作
の
成
果
は
法
学
者
に
と
っ
て
更
な
る

ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
関
心
の
対
象
と
な
る
の
だ
と
言
及
し
て
い
た
。
こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
先
に
見
た
書
評
に
よ
る
次
の
言
及
と
同
様
に
、

フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
擬
制
論
は
「
法
律
の
解
釈
に
と
っ
て
の
根
本
的
基
準
で
あ
り
、
裁
判
官
の
決
定
の
正
し
さ
に
と
っ
て
は
決
定
的
」
な
も

の
で
あ
る
「
法
律
の
意
志
」
を
援
用
す
る
学
説
に
対
し
て
新
た
な
展
望
を
拓
く
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
（GU

:25f, 35f.

）。「
今
や
拡
張

解
釈
に
お
い
て
も
、
類
推
適
用
に
お
い
て
さ
え
も
法
律
の
意
志
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。「
こ
れ
が
法
律
の
真
の
意
志
で
あ
る
」
と
い
う

文
言
に
よ
り
、
解
釈
の
結
論
が
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。〔
中
略
〕
こ
れ
は
解
釈
の
結
果
を
、
こ
れ
が
法
律
の
意
志
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考

察
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
」（JF:805

）。

　

以
上
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
法
学
に
と
っ
て
の
方
法
論
と
し
て
の
擬
制
の
有
用
性
を
評
価
し
つ
つ
、
擬
制
を
通
じ
て
思
考
さ
れ
た
も

の
を
実
在
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
、
す
な
わ
ち
誤
解
し
て
し
ま
う
と
い
う
人
間
の
傾
向
性
を
指
摘
し
、
擬
制
の
適
用
に
伴
う
弊
害

に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
擬
制
論
に
対
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
評
価

　

フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
擬
制
論
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
対
し
て
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
が
後
年
、
神
学
─
法
学
並
行
論
を
方
法
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論
と
し
て
発
達
さ
せ
る
上
で
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
同
著
作
、
特
に
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
人
格
的
擬
制
論
か
ら
影
響
と
刺
激
を
受
け
た
と
記

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「〔
国
家
概
念
と
法
概
念
に
対
す
る
正
当
な
認
識
論
的
観
点
に
到
達
す
る
上
で
─
─
引
用
者
〕
私
に
多
く
の
啓

発
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
人
格
的
擬
制
の
分
析
（
か
の
よ
う
に
の
哲
学
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
他
の
諸
学
問
に
お

い
て
も
法
学
と
類
似
の
事
態
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
す
で
に
『
主
要
問
題
』〔
初
版
〕
に
お
い
て
私
は
、
宇
宙
に
お
け
る
神
の

人
格
化
と
国
家
に
お
け
る
法
の
人
格
化
を
し
ば
し
ば
類
比
し
て
お
り
、『
国
家
不
法
論
』
に
お
い
て
は
神
学
の
問
題
と
法
学
の
問
題
（
神
義

論
と
国
家
不
法
論
）
の
並
行
化
を
創
唱
し
た
が
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
擬
制
論
は
こ
れ
に
新
た
な
刺
激
を
与
え
た
。
一
九
一
六
年
に
公
表
し

た
論
文
「
法
学
は
規
範
科
学
か
文
化
科
学
か
」、
一
九
一
九
年
に
公
表
し
た
論
文
「
擬
制
の
理
論
」
と
『
主
権
の
問
題
と
国
際
法
の
理
論
』

と
い
う
著
作
に
お
い
て
特
に
、
こ
う
し
た
認
識
理
論
上
の
深
化
が
す
で
に
現
れ
て
い
（
（4
（

る
」。

　

実
際
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
一
九
一
九
年
に
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
こ
の
著
作
に
対
す
る
書
評
「
擬
制
の
理
論
に
つ
い
て
─
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の

〈
か
の
よ
う
に
〉
の
哲
学
を
特
に
考
慮
に
入
れ
て
」
を
著
し
て
お
り
、
一
九
一
○
年
代
か
ら
擬
制
論
に
対
し
て
高
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
書
評
に
お
い
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
擬
制
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。「
フ
ァ

イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
〈
か
の
よ
う
に
〉
の
哲
学
が
法
理
論
の
擬
制
に
対
し
て
適
用
さ
れ
得
る
こ
と
が
、
い
か
に
成
果
に
富
む
も
の
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
が
純
粋
に
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
（
（4
（

い
」。
こ
の
よ
う
に
法
学
方
法
論
と
し
て
の
擬
制
の
有
用
性
を
評
価
す
る
点
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
と

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
致
し
た
見
解
を
も
っ
て
い
た
。
た
だ
し
ケ
ル
ゼ
ン
は
、フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
擬
制
論
を
次
の
よ
う
に
批
判
的
に
検
討
す
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
定
式
化
し
た
擬
制
と
い
う
方
法
の
目
的
は
「
現
実
の
認
識
」
で
あ
り
、「
思
考
の
偽
造
、
矛
盾
、

技
巧
、
迂
回
、
通
過
点
と
い
う
手
段
」
に
よ
り
特
徴
付
け
ら
れ
（
（4
（

る
。
す
な
わ
ち
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
は
「
擬
制
が
貢
献
す
る
も
の
は
、
ま
さ
に

現
実
の
認
識
で
あ
る
」と
捉
え
、「
現
実
と
の
矛
盾
」こ
そ
が
擬
制
の
中
心
的
メ
ル
ク
マ
ル
で
あ
る
と
論
じ
（
（4
（

た
。
こ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
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法
学
は
本
質
的
に
現
実
の
認
識
を
目
的
と
し
な
い
と
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。「
擬
制
に
お
い
て
現
実
的
な
も
の
が
主
張
さ

れ
る
な
ら
ば
（
当
然
、
現
実
と
の
矛
盾
に
お
い
て
）、
現
実
に
対
す
る
認
識
に
関
わ
ら
な
い
学
問
領
域
に
お
い
て
は
、
擬
制
は
常
に
た
だ
不

十
分
で
全
く
無
益
な
、
単
に
有
害
な
逸
脱
で
あ
り
う
（
（4
（

る
」。

　

そ
の
上
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
次
の
点
で
一
定
の
留
保
を
付
す
な
ら
ば
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
擬
制
論
は
法
学
的
認
識
に
と
り
有
益
で
あ
る
と
考

え
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
法
学
に
お
い
て
は
擬
制
を
適
用
す
る
こ
と
で
目
指
さ
れ
る
も
の
は
現
実
や
「
存
在
す
る
も
の
」
の
認
識
で
は
な
く
、

「
当
為
に
関
わ
る
」
認
識
で
あ
る
。「
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
は
法
学
の
真
の
本
性
を
完
全
に
自
覚
し
て
い
る
！
彼
は
繰
り
返
し
、
法
学
は
存
在
す

る
も
の
（Seiendes

）
を
認
識
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。〈
こ
れ
ま
で
我
々
は
、
唯
一
現
実
的
な
科
学
的
擬
制
と
し
て
擬

制
の
み
を
把
握
し
、
法
学
が
存
在
に
つ
い
て
の
真
の
学
問
で
は
な
く
、
人
間
の
、
恣
意
的
な
制
度
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

き
た
〉〔
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
る
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
著
作
か
ら
の
引
用
─
─
引
用
者
〕。
法
学
の
認
識
は
、
当
為
（Sollen

）
に
関
わ
（
（4
（

る
」。

こ
こ
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、法
学
を
「
人
間
の
、恣
意
的
な
制
度
に
つ
い
て
の
学
問
」
と
見
做
す
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
理
解
に
つ
い
て
は
否
定
し
、

そ
の
よ
う
な
学
問
は
存
在
を
対
象
と
す
る
社
会
学
の
よ
う
な
学
問
で
あ
っ
て
法
学
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
が
、
法
学
が
存
在
を
対
象
と
す
る

学
問
で
は
な
い
と
い
う
点
に
は
賛
同
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
ケ
ル
ゼ
ン
は
、「
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
擬
制
論
に
対
す
る
、
全
く
本
質
的
な

修
正
」
の
必
要
性
が
生
じ
る
と
述
べ
、
法
学
的
認
識
の
対
象
で
あ
る
「
法
や
法
秩
序
、
法
的
当
為
」
と
い
っ
た
規
範
を
認
識
す
る
た
め
に
擬

制
を
適
用
す
る
場
合
に
限
り
、
擬
制
は
法
学
に
と
り
有
用
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
す
な
わ
ち
「
法
の
認
識
や
法
秩
序
の
精
神
的
克
服
を
目

的
と
す
る
思
考
の
擬
制
」
こ
そ
が
「
法
学
に
お
け
る
真
の
、
す
な
わ
ち
認
識
理
論
的
擬
制
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
擬
制
の
適
用
事
例
と
し

て
法
主
体
や
法
的
人
格
、
お
よ
び
主
観
的
法
の
概
念
を
挙
げ
（
（5
（

る
。

　

し
た
が
っ
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
擬
制
を
適
用
す
る
際
に
認
識
の
対
象
と
す
る
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
を
基
準
と
し
て
、
擬
制
に
対
す
る
評
価

を
定
め
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
法
学
が
目
的
と
す
る
当
為
の
認
識
の
た
め
に
擬
制
を
適
用
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
論
じ
、
こ
う
し
た
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（
１
）『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
政
治
神
学
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
三
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

（
２
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
生
い
立
ち
と
幼
少
期
の
過
程
環
境
に
つ
い
て
はM

ehring, Carl Schm
itt. A

ufstieg und Fall, M
ünchen 2009, S. 18ff

を
参
照
。

（
３
）M

ehring, a.a.O
., S. 26f. N

eum
ann, Carl Schm

itt als Jurist, T
übingen 2015, S. 5f.

留
保
を
付
し
つ
つ
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
擬
制
論
を
評
価
し
て
い
た
。

　

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
著
作
に
対
し
て
書
評
を
著
し
て
お
り
、
一
九
一
○
年

代
に
お
い
て
共
に
法
学
方
法
論
と
し
て
の
擬
制
論
に
高
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
両
者
が
神
学
─
法
学
並
行
論
と
い
う
独
自
の
方
法
論
を
主

題
化
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
著
作
か
ら
示
唆
を
得
て
展
開
さ
れ
た
、
擬
制
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
擬
制
論
に
お
い
て
両
者
は
共
に
、
法
学
的
方
法
と
し
て
の
擬
制
の
有
用
性
を
認
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
無
際
限
の

適
用
に
対
し
て
は
批
判
的
見
解
を
も
っ
て
い
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
擬
制
を
通
じ
て
表
象
さ
れ
た
事
柄
が
現
実
と
混
同
さ
れ
う
る
と
い
う
危
険

性
を
自
覚
し
、
擬
制
の
適
用
に
伴
う
弊
害
を
認
識
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
擬
制
を
通
じ
て
表
象
さ
れ

た
事
柄
と
現
実
と
を
不
断
に
峻
別
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
検
討
せ
ず
、
そ
の
理
論
的
克
服
を
目
指
そ
う
と
す
る
視
点
を
欠

い
て
い
た
。
他
方
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
そ
も
そ
も
擬
制
に
よ
り
認
識
可
能
で
あ
る
も
の
は
現
実
で
は
な
い
と
す
る
立
場
を
と
り
、
擬
制
を
通
じ

て
表
象
さ
れ
た
も
の
は
現
実
と
は
異
な
る
と
捉
え
て
い
た
。
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
彼
は
一
九
二
〇
年
代
に
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
批
判
や

民
主
主
義
論
に
お
い
て
「
人
民
の
意
志
」「
代
表
」「
政
治
的
統
一
」
と
い
っ
た
諸
概
念
が
擬
制
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
観
念
で
あ
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
現
実
と
は
決
し
て
一
致
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
が
神
学
─
法
学
並
行
論
お
よ
び
擬
制

論
に
対
し
て
共
通
す
る
問
題
関
心
を
も
ち
な
が
ら
も
、
相
異
な
る
視
点
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
両
者
が
対
照
的
な
民
主

主
義
論
を
展
開
す
る
に
至
る
最
初
の
分
岐
点
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
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（
４
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
カ
ル
カ
ー
（
一
八
六
四
一
九
五
七
）
の
略
歴
に
つ
い
て
はT

B1:393

を
参
照
。

（
５
）M

ehring, a.a.O
., S. 36.

（
６
）M

ehring, a.a.O
., S. 38.

（
７
）Ebd.

（
８
）M

ehring, a.a.O
., S. 21.

（
９
）M

ehring, a.a.O
., S. 25.

（
10
）M

ehring, a.a.O
., S. 42.

（
11
）M

ehring, a.a.O
., S. 57.

（
12
）M

ehring, a.a.O
., S. 38.

（
13
）M

ehring, a.a.O
., S. 57.

（
14
）M

ehring, a.a.O
., S. 59.

（
15
）
日
記
帳
編
集
者
に
よ
る
と
、
本
書
が
執
筆
さ
れ
た
具
体
的
な
日
付
が
書
き
留
め
ら
れ
た
手
記
が
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

州
立
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
遺
稿
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
著
作
の
執
筆
は
「
一
九
一
三
年
一
月
一
〇

日
に
開
始
さ
れ
、
一
九
一
三
年
五
月
一
〇
日
に
完
成
し
た
」（T

B1:6

）。

（
16
）『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
の
構
想
が
一
九
一
二
年
十
一
月
二
八
日
、
十
二
月
二
七
日
、
一
二
月
二
九
日
の
日
記
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
言
及
し
た
、
日
記
帳
編
集
者
の
序
文
（T

B2:10
）
を
参
照
。

（
17
）『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
理
論
的
出
発
点
が
新
カ
ン
ト
派
の
二
元
論
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究

と
し
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。M

ichele N
icoletti, „D

ie U
rsprünge von Carl Schm

itts „Politische T
heologie““, in: 

Com
plexio O

ppositorum
 über Carl Schm

itt, Berlin 1988, S. 110. 

（
高
橋
愛
子
訳
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
〈
政
治
神
学
〉
の
根
源
」、

初
宿
正
典
・
古
賀
敬
太
編
訳
『
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
遺
産
』
風
行
社
、
一
九
九
三
年
、
一
八
頁
。）
佐
野
誠
「
神
学
と
法
学
：
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」、『
ナ
チ
ス
法
の
思
想
と
現
実
』
関
西
大
学
法
学
研
究
所
研
究
叢
書
第
三
冊
、一
九
八
九
年
、一
二
七
頁
。

長
尾
龍
一
「
初
期
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
法
・
国
家
・
個
人
：D

er W
ert des Staates und die Bedeutung des Einzelnen, 

1914

に
つ
い
て
」、『
社
會
科
學
紀
要
』
第
二
〇
・
二
一
号
、
東
京
大
学
教
養
学
部
、
一
九
七
一
年
、
一
八
六
─
一
八
九
頁
。
た
だ
し
シ
ュ
ミ
ッ
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ト
は
、
存
在
と
当
為
を
峻
別
す
る
カ
ン
ト
の
認
識
論
を
方
法
論
上
前
提
す
る
も
の
の
、
法
と
倫
理
を
外
面
的
立
法
と
内
面
的
立
法
と
に
区
別
し
、

法
を
外
的
強
制
手
段
と
し
て
把
握
す
る
カ
ン
ト
の
法
哲
学
に
つ
い
て
は
否
定
的
見
解
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
法
と
倫
理

と
は
互
い
に
異
な
る
規
範
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
還
元
さ
れ
、
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
カ
ン
ト
法
哲
学
に
倣
う
新

カ
ン
ト
派
法
哲
学
者
で
あ
る
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
、
ナ
ト
ル
プ
、
コ
ー
エ
ン
を
批
判
し
た
。

（
18
）『
法
律
と
判
決
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
す
で
に
「
決
断
」
そ
れ
自
体
の
価
値
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
尾
前
掲
論
文
、
一

九
五
、
一
九
六
頁
、
ま
た
須
貝
脩
一
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
法
律
学
」、
長
尾
久
衛
他
『
矢
野
勝
久
教
授
還
暦
記
念
論
集　

現
代
に
お
け
る

法
と
行
政
』
法
律
文
化
社
、
一
九
八
一
年
、
六
八
─
七
二
頁
を
参
照
。

（
19
）
岩
崎
卯
一
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
論
と
そ
の
批
判
」、『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
七
巻
六
号
、
関
西
大
学
法
学
会
、
一
九
五
八
年
、

五
四
六
頁
。
ま
た
、
新
田
邦
夫
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
理
論
（
一
）」、『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
八
四
巻
第
三
・
四
号
、
東
京
大
学
、
一

九
七
一
年
、
一
三
六
─
一
三
七
頁
。

（
20
）
新
田
、
前
掲
一
三
七
頁
。

（
21
）Franz W

eyr, „Besprechung der Schrift „D
er W

ert des Staates““, in: Ö
sterreichische Zeitschrift für Ö

ffentliches R
echt, 1. 

Jahrg., H
eft 3/4, W

ien 1914, S. 578-581.

（
22
）M

ehring, Carl Schm
itt: A

ufstieg und Fall, S. 65.

（
23
）Ebd.

（
24
）N

icoletti, a.a.O
., S. 110. 

ニ
コ
レ
ッ
テ
ィ
に
よ
る
と
、「
現
実
の
二
元
論
的
把
握
を
主
張
す
る
こ
と
」
と
「
二
元
論
の
両
岸
の
間
に
一
つ
の

「
橋
」、
一
つ
の
「
媒
介
」
を
見
出
す
こ
と
」
と
い
う
「
二
重
の
関
心
」
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
作
品
全
体
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
初
期
の
著
作
に

特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
初
期
著
作
が
い
ず
れ
も
、
存
在
と
当
為
、
事
実
と
規
範
、
外
面
と
内
面
、
形
式
と
内
容
、
彼
岸

と
此
岸
の
峻
別
と
い
う
新
カ
ン
ト
派
的
二
元
論
か
ら
出
発
し
つ
つ
も
、
そ
の
両
極
を
架
橋
す
る
「
媒
介
」
を
探
究
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
指
摘
す
る
研
究
と
し
て
は
、
佐
野
前
掲
論
文
「
神
学
と
法
学
」、
一
二
七
頁
を
参
照
。
ま
た
、
ニ
コ
レ
ッ
テ
ィ
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
博
士
号

請
求
論
文
で
あ
る
『
法
律
と
判
決
』
に
お
い
て
司
法
上
の
実
践
に
お
け
る
一
般
的
規
範
と
特
殊
な
現
実
と
の
間
の
亀
裂
が
意
識
さ
れ
、
こ
の
亀

裂
を
架
橋
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
決
断
の
意
義
が
示
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
る
。
こ
こ
で
は
、
裁
判
官
の
決
断
が
存
在
と
当
為
、
規
範
と
現

実
の
間
の
媒
介
を
な
す
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（N

icoletti, a.a.O
., S. 112-114.

）。
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（
25
）N

icoletti, a,a.O
, S. 110. 

佐
野
前
掲
論
文
「
神
学
と
法
学
」、
一
一
五
頁
を
参
照
。

（
26
）N

icoletti, ebd. 

佐
野
前
掲
論
文
「
神
学
と
法
学
」、
一
二
七
頁
を
参
照
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
に

お
け
る
二
元
論
は
、二
元
論
を
媒
介
し
克
服
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
点
で
、新
カ
ン
ト
学
派
に
お
け
る
二
元
論
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、「
本
書
の
方
法
的
基
礎
を
な
す
も
の
」
は
新
カ
ン
ト
主
義
で
あ
り
、そ
の
二
元
論
は
「
ケ
ル
ゼ
ン
を
思
わ
せ
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
「
ケ

ル
ゼ
ン
的
」
帰
結
を
も
た
ら
す
」
こ
と
（
長
尾
前
掲
論
文
「
初
期
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
法
・
国
家
・
個
人
」、
一
八
六
─
一
八
七
、

一
八
九
頁
）
は
、
本
書
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
こ
の
著
作
は
、
本
来
克
服
さ
れ
え
な
い
深

淵
に
隔
て
ら
れ
た
法
規
範
の
世
界
と
現
実
の
世
界
と
を
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
媒
介
し
よ
う
と
す
る
理
論
的
試
み
で
あ
っ
た
。

（
27
）N

icoletti, ebd. 
佐
野
前
掲
論
文
「
神
学
と
法
学
」、
一
一
五
頁
を
参
照
。

（
28
）
こ
の
論
文
の
解
説
と
し
て
は
佐
野
前
掲
論
文
「
神
学
と
法
学
」、
ま
た
邦
訳
者
に
よ
る
「
序
」（
佐
野
誠
訳
「
教
会
の
可
視
性
：
ス
コ
ラ
哲
学

的
一
考
察
」、『
浜
松
医
科
大
学
紀
要
』
第
七
号
、一
九
九
三
年
、九
三
─
九
四
頁
）
を
参
照
。
こ
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
雑
誌
『
ス

ン
マ
』
の
第
一
号
に
は
、『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
第
一
章
「
法
と
権
力
」
が
転
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
う
一
本

の
論
文
「
ブ
リ
ブ
ン
ケ
ン
」
の
解
説
と
し
て
は
、
佐
野
誠
『
近
代
啓
蒙
批
判
と
ナ
チ
ズ
ム
の
病
理
』
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
四
─
四
八
頁

を
参
照
。

（
29
）
邦
訳
者
は
、「
人
間
の
原
罪
を
通
じ
て
世
界
へ
と
入
っ
て
き
た
」（SK

:76. 

邦
訳
九
九
頁
）
と
い
う
記
述
に
対
し
て
、「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
二
元
論

を
人
間
の
罪
の
結
果
と
見
做
し
、全
く
評
価
し
て
い
な
い
」（
邦
訳
、一
〇
三
頁
）
と
の
注
釈
を
付
し
て
い
る
が
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
論
文
で
、

二
元
論
に
つ
い
て
「
偉
大
な
も
の
の
称
号
に
値
す
る
世
界
史
唯
一
の
革
命
」
で
あ
っ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
導
入
以
来
世
界
を
支
配
す
る
」
も
の
で

あ
る
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
全
く
評
価
し
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
30
）
こ
の
「
可
視
的
教
会
」
は
現
実
に
存
在
す
る
教
会
、
す
な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
は
区
別
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
（SK

:77

）。
彼
に
よ
る
と
、「
可
視
的
教
会
」
は
「
罪
に
汚
れ
た
具
体
的
で
、
単
な
る
歴
史
的
─
事
実
的
な
教
会
に
対
す
る
抗
議
さ
え

有
し
て
い
る
。」（Ebd.

）。「
政
治
的
に
教
会
の
役
割
を
演
じ
る
何
ら
か
の
歴
史
的
実
在
、す
な
わ
ち
周
知
の
意
味
に
お
い
て
「
公
的
（offi

ziell

）

な
」
教
会
が
、公
的
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
可
視
的
教
会
と
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
」（Ebd.

）。
た
だ
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、

こ
の
「
可
視
的
教
会
」
と
経
験
的
に
存
在
す
る
教
会
の
区
別
は
、
人
間
の
原
罪
に
よ
り
失
わ
れ
う
る
。「
人
間
の
原
罪
は
、
法
と
権
力
と
の
ぞ
っ

と
す
る
よ
う
な
矛
盾
を
通
じ
て
、
教
会
の
可
視
性
が
即
物
的
意
味
に
お
い
て
何
か
不
可
視
の
も
の
で
あ
り
え
、
真
の
教
会
の
可
視
性
と
単
な
る
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事
実
的
具
体
性
の
区
別
が
必
然
的
と
な
る
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
」。「
個
々
の
瞬
間
に
お
い
て
教
会
を
代
表
す
る
権
力
も
つ
個
々
の
人
格
や
処
置

は
、
可
視
的
教
会
と
同
一
で
は
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
権
力
、
単
な
る
事
実
的
な
も
の
は
、
再
び
法
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
原
罪
と
そ
の
あ
ら

ゆ
る
帰
結
が
世
界
か
ら
消
え
た
と
い
う
罪
深
い
主
張
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。」（Ebd.

）。

（
31
）
こ
の
よ
う
な
理
念
的
国
家
は
、
現
実
に
存
在
す
る
諸
国
家
に
対
し
て
「
抽
象
概
念
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
と
し
て
の
関
係
に
あ
る
」。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、理
念
的
国
家
の
観
念
な
し
に
は
、現
実
に
存
在
す
る
国
家
は
「
た
だ
の
不
正
で
非
合
理
的
暴
力
的
権
力
」
で
あ
り
、「
権

力
は
「
意
志
」
で
あ
る
」
と
誤
っ
て
言
わ
れ
う
る
」。「
理
念
的
国
家
」
の
観
念
な
し
に
は
、
現
実
に
存
在
す
る
国
家
に
お
い
て
は
「
恐
怖
政
治

（T
errorism

us
）」、
す
な
わ
ち
「
そ
れ
に
我
々
は
慣
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
も
い
る
」
よ
う
な
政
治
が
行

わ
れ
る
（W

S:45

）。
そ
れ
ゆ
え
現
実
に
存
在
す
る
国
家
の
正
統
性
は
、「
理
念
的
国
家
に
対
す
る
問
い
の
も
と
、
永
続
的
な
経
験
と
の
比
較
」

を
通
じ
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（W

S:49

）。
つ
ま
り
理
念
的
国
家
の
考
察
を
も
と
に
、
そ
れ
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
現
実
に
存
在
す
る

国
家
の
正
統
性
が
測
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
理
念
的
国
家
は
「
法
の
最
初
の
奉
仕
者
」
で
あ
る
か
ら
、
現

実
に
存
在
す
る
国
家
は
「
抽
象
的
思
想
と
し
て
の
法
」
を
媒
介
し
実
現
す
る
と
い
う
課
題
を
ど
れ
ほ
ど
充
分
に
果
た
し
得
た
か
に
よ
っ
て
そ
の

正
統
性
が
測
ら
れ
る
。

（
32
）
和
仁
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
考
の
底
流
に
は
「
き
わ
め
て
尖
鋭
な
、
自
己
と
他
者
と
の
間
の
媒
介
の
可
能
性
を
否
定
し
た
、
こ
の
意

味
で
唯
我
主
義
に
境
を
接
す
る
「
個
人
主
義
」
が
存
在
」
し
、
そ
の
立
脚
点
は
「
特
殊
近
代
的
個
人
主
義
」「
無
政
治
的
個
人
主
義
」
で
あ
っ
た

（
和
仁
陽
、『
教
会
・
公
法
学
・
国
家 

初
期
カ
ー
ル
＝
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
公
法
学
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
、
一
二－

二
一
頁
）。
し
か

し
本
書
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
義
』
に
お
い
て
「
反
個
人
主
義
」
は
、
個
人
や
個
性
の
価
値
の
否
定
と
い
う
反
自
由
主
義
的
な
意
味
に
お

い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
メ
ー
リ
ン
グ
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
「
共
同
の
政
治
的
自
己
決
定
を
論
ず
る
「
共
和
主
義
的

（republikanisch

）
な
著
述
家
の
系
列
」
に
属
す
思
想
家
で
あ
る
と
捉
え
（M

ehring, Carl Schm
itt zur E

inführung, H
am

burg 2011, S. 
147.

）、
個
人
の
自
由
の
哲
学
的
主
体
的
創
設
を
基
礎
づ
け
る
「
一
人
称
視
点
（Ich-Perspektive

）」
を
も
た
ず
常
に
「
三
人
称
視
点
（W

ir-
Perspektive

）」
か
ら
思
考
し
た
の
だ
、
と
論
じ
る
（M

ehring, a.a.O
., S. 11

）。

（
33
）
和
仁
、
前
掲
書
、
二
三
九
頁
を
参
照
。

（
34
）V

olker N
eum

ann, „T
heologie als staatsrechtsw

issenschaftliches A
rgum

ent: H
ans K

elsen und Carl Schm
itt“, in: D

er 
Staat, Bd. 47, H

eft 2, Ernst 
－

W
olfgang Böckenferde, A

rm
in von Bogdandy und W

infried Brugger u.a. (H
rsg.), Berlin 
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2008, S. 163-186. 

近
年
公
刊
さ
れ
た
ケ
ル
ゼ
ン
全
集
の
編
集
者
に
よ
る
コ
メ
ン
タ
ー
ル
に
お
い
て
も
、
初
期
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
神
学
─
法
学

並
行
論
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
国
家
不
法
論
」
に
お
い
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、「
神
義
論
と
国
家
不
法
と
の
間
に
存
在
す
る
ト
ー
ト

ロ
ジ
ー
的
な
構
想
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
描
い
た
」。
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
「
初
め
て
、
神
学
の
特
定
の
問
題
状
況
と
法
学
の
そ
れ
と
の

間
の
並
行
性
を
確
立
し
た
」
の
だ
と
さ
れ
る
（V

eröffentlichte Schriften 1911-1917 (H
ans K

elsen W
erke, Bd.3), M

atthias Jestaedt 
(H

rsg.), in K
ooperation m

it H
ans K

elsen Institut, T
übingen 2010, S. 740.

）。

（
35
）N

eum
ann, a.a.O

., S. 165f.

（
36
）N

eum
ann, a.a.O

., S. 167f.

（
37
）N

eum
ann, a.a.O

., S. 171f.

（
38
）N

eum
ann, a.a.O

., S. 172.

（
39
）N

eum
ann, a.a.O

., S. 172f.

（
40
）N

eum
ann, a.a.O

., S. 173f.

（
41
）N

eum
ann, a.a.O

., S. 180.

（
42
）N

eum
ann, a.a.O

., S. 175.

（
43
）N

eum
ann, a.a.O

., S. 186.

（
44
）H

ans K
elsen, „V

orrede zur zw
eiten A

uflage“, H
auptproblem

e der Staatsrechtslehre, zw
eite, photo-m

echanisch 
gedruckte, um

 eine V
orrede verm

ehrte A
uflage, T

übingen 1923, S. X
V

IIf. 

（
長
尾
龍
一
訳
「『
国
法
学
の
主
要
問
題
』（
第
二
版
）

序
文
」、
新
正
幸
・
今
井
弘
道
・
竹
下
賢
・
長
尾
龍
一
・
森
田
寛
二
訳
『
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
著
作
集
Ⅳ 

法
学
論
』
慈
学
社
、
二
〇
〇
九
年
、

一
三
五
頁
。）

（
45
）H

ans K
elsen, „Zur T

heorie der juristischen Fiktionen. M
it besonderer Berücksichtigung von V

aihingers Philosophie 
des A

ls O
b“ ,V

eröffentliche Schriften 1918-1920 (H
ans K

elsen W
erke, Bd.4), T

übingen 2013, S. 213.

（
46
）K
elsen, a.a.O

., S. 211.

（
47
）K

elsen, a.a.O
., S. 211f.

（
48
）Ebd.
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（
49
）Ebd.

（
50
）K

elsen, a.a.O
., S. 212f. 
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